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爲
“
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其

瓜

想

を

後

代

に

傅

へ

た

る

所

說

を

摘

出

す 

a 

x、Lauderdale, 

M
a
l
t
h
s

に
依
つ
て
代
表
せ
ら
る 

、
生

產

ヵ

說

ビノ S
e
n
i
o
r
,
o
a
k
n
e
s

に
依
っ
て
顧
開
せ 

ら
.れ
れ
る
制
欲
說
ぞ
の
ニ
湖
流
:^
^
可

し

。
，，蓋

し

現

代 

利
子
學
說
上
に
於
て
雨
へ
々
.：.棚

對
_
し
て
譲
ら
ざ
る
:" 

Q
a
r
k

 

一
派
の
生
產
ヵ
說€
td6

h
m
-
B
a
w
e
r
k

 

. 
一
*

の 

'賈
値
時
差
說
と
は
V

，各

：々

此
處
に
其SI
源
を
溯
及
せ
ざ 

も
可
か
ら
ざ
る
を
以
て
な
 ̂

o
前
說
是
な
る
乎
。
後
說 

非
な
る
乎
。.：

抑
々
又
兩
說
は
之
.を
調
和
a
合
す
る
事
の 

必
ず
し
も
不
可
能
は
ら
ざ
る
乎
。
予
の
評
觉
を
後
日
に 

期
す
る
所
な
れ
。 
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第

六

號

 

九o

が
®
史
.に
、
最
初
に
し
て
而
も
確
實
な
る
ニ
步
を
踏
入 

れ
し
日
で
あ
る
。
過
去
五
十
年
此
方
◊フ
ロ
レ
タ
リ
ァ
の 

成
就
せ
し
諸
般
の
進
步
に
對
す
る
吾
人
の
愼
重
な
る
判 

斷

は1

つ
に
懸
ト
て
，此

日

の

上

に

存

す

る

。
裳

に

此

H 

;J

そ
は
新
時
代
の
端
®
を
割
す
る
も
の
で
あ

る』

餘
一)

ぐ

j

の

A
n
t
o
n
i
o

 

L
a

crr
i
o
l
a

の
言
吸
は
®
炉
放
勝
辦
张 

の
^

®
き
に
弗
ず
ビ
す
る
も
而
もW

e
r
n
e
r

 

S
o
m
b
a
r
t

 

W

4
翁

o
e
r p>3

1
etarlsche 

sozialismus. 

,, IVIar— 

t

s》

に
於
’い
て『

「

共

產

鐵

宣

言」

は

今

日

人

の

知

：
 

'
.る
如
く
全
く
何
等
新
し
き
思
想
を
包
含
せ
す
"

：

•
*

^
し
て
芷
し
き
風
想
を
包
含
せ
す
し
て
蚤
然
謬
れ
る
瓜 

息を以て充溢せるもの̂

どの言明の徒 

に
偏
執
織
激
な
る
に
比
す
れ
ば
荷
這
個「

宣
言」

の
糜
史 

的
意
義
を
指
示
す
る
も
の
冗
し
て
吾
人
の
一
顧
に
價
す 

る
も
の
と
言
ふ
可
き
.で
あ
る
。

.

マ
'I
/
ク
ス
丨
丨
エ
ン
ゲ
，
ス
は
一
.八
七
ニ
年
、「

典
產
黨

共 ；
產
黨
ill
言

出
版
の
記
念
す
可
&
0

附
は

人

宣
ロ
L_

の
序
文
に
於
い
て
謂
ふ

、『

過
去
|
ー
十
五
年
間
に
於
い
^;
諸(

般
'の
事
情
は
著
し
ー
;:
へ
 

く
變
化
し
た
け
れ
ざ
も

、
而
i

此
の
宣
言
の
«

.に
展
開 

.せ
ら
れ
穴
る一

般
的
股
則
^
到
て
は
、
犬
體
に
於
い
て
. 

今
日
に
於
い
て
も
尙
依
然
ミ
し
て
V

.:充
分
正
當
で
ぁ 

る
？
仔
細
に
到
て
は
間
々
改
良
せ
ら
る
可
き
個
所
も
少I 

.
ぐ
無
い
：。
此
宣
言
自
身
に
述
べ
た
る
如
<
«
個
原
則
の 

實
際
的
適
用
に
到
て
は
何
處
に
於
い
て
も
"
又
何
時
に
一 

て
も
現
存
の
歴
史
的
事
情
に
依
存
^

る
。:;
從
て
第
ー
一
節
' 

:の
，末
尾
に
提
起
せ
ら
れ
て
ゐ
る
諸
般
の
革
命
的
方
策
に
+ 

は
必
ず
し
も
特
別
の
重
き
を
置
が
«
:い
。
，是
等
の
章
句
一 

は
今
日
に
於
い
て
は
多
く
の
®
に
於
て
違
れ
も
の
に
な
.\ 

つ
て
ゐ
る
替
で
ぁ
る
。
過
去
二
十
五
年
間
に
於
け
る
大
一 

H

紫
の
異
常
な
る
發
展
，及
び
之
れ
伴
ふ
勞
働
階
級
の
政〈 

黨
組
織
、班
に
又
ニ
月
革
命
0
實
際
的
經
猶
、次
に
は
ブ 

«■\

タ
リ
ァ
が
初
め
$

1
ゲ
何
間
政
權
を
領
有
せ
し
巴」 

ff
i

n
ム」

1

シ
の
實
際
的
耀
驗
？
之
等
，の
事
件
に
鑑
み
一 

る

は

、
此
綱
領
は
今
日
に
於
い
て
,
所
々
陳
腐
に 

:
:'
:::
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第
十
九
卷(

<
九
五)

：
：；
異
靡
贫
宣
言
_

竊
間
題

歸
し
た
。
.

.

.

..

. 

: 

. 

. 

o

遮
莫
宣
言
は
一
，
個
の
歷

史

的

文

書

で

あ

つ

て

吾

.人

は

最

早

之

を

页

改

す

可

き

權 

利
を
有
れ
な
い
の
で
あ
る
能
三)

s
o
'

即
ち
之
に
依
れ
ば
典
產
黨
宣
言
は
、
其

『
堪
命
的
方 

.策
に
は
最
早
何
等
の
•重
き
を
it
か
^』

又
其
章
句

に

到 

て

も

亦『

所
々
陳
腐
^
.歸
し
た
1

に
も
不
拘
、

こ
れ
が 

.

『
I

般
的
原
理
に
到
て
は
今
日
に
於
い
て
も
尙
ほ
依
然 

€

し
て
；充

分

IH
當
で
あ
^
?
. 

J..

.の
で
あ
る
。
而
ら
は
所
謂 

I

般
的
原
理
と
は
如
何
。

一
八
八
三
年
該
書
序
文
中
に

於
い
て
、

H

ン
ゲ
火
ス
は
謂
ふ 

.『

宣
言
を
賞
く
根
本
见
想
さ
は
挪
ち
次
0
如
く
で
あ 

る
、
經
濟
的
生
產
及
び
之

ふ
h
y
必
然
的
に
生
起
す
る

各 

M
史
時
代
の
社
會
組
織
は
當
該
時
代
の
政
治
的
、
知
識 

.的
歷
史
の
基
礎
で
あ
る
^

X
、
從
て
全
歷
史
は
階
級
闘 

%

即
ち
社
會
的
#
*
の
各
段
階
に
於
け
る
被
摊
取
赠
級 

對
搾
取
階
級
の
歷
史
で
あ
る
こ
ミ
、
而
し
て
此
鬪
银
は 

今
や
被
摊
取
階
級
、
被
抑
腿
階
級(

ブ

P
レ
タ
リ
ァ
.

)

は

第
六
號 

丸
一
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九

卷C

八
九
六〕

F

共
商
馓
宣
茛』

剽
竊
11
1
1姐

同
時
に
全
社
#
を
永
遠
に
、搾
取
、
抑
®
"
階
級
鬪
箏
か 

ら
解
放
す
る
に
非
ざ
れ
ば
又
彼
等
を
摊
取
し
、
抑
»
せ 

る

階

級(

ブ
ル
ジ
ム
ヮ
ジ
ィ〕

か
ら
解
放
せ
ら
れ
得
な 

い
が
如
き
時
期
に
到
達
せ
る
の
で
あ
る
丨
此
根
本
風
想 

は
徹
頭
徹
尾
マ
ル
ク
ス
の
ま
で
あ
る』

®

®

圯
れ
1
物
史
觀
に
基
く
嚴
密
な
る

社
會
觀
で
あ
つ
て 

マ
ル
ク
シ
ズ
ム
が
科
學
的
社
會
主
義
と
稱
せ
ら
る
に
所 

以
の
も
の
も一

つ
に
懸
て
此
點
に
存
す
る
。
然
る
に
這 

般
の
息
解
は
土
シ
ゲ
ル
ス
の
カ
說
す
る
が
如
く
、
，決
し 

て
®:
にy

ル
タ
ス
の
創
見
に
非
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
又 

先
人
の
所
說
を
模
倣
踏
襲
せ
し

に
過
ぎ
す
ど
主
張
す
る 

者
現
は
る
る
に
到
つ
れ
。
露
西
商
の
無
政
®:
主

義

者 

W
,

 T
sclierkesoff

に
依
つ
て
®
起
せ
ら
れ
れ
る『

典 

::

產
S

善

J

剽
窃
問
題
即
ち
之
で
ぁ
る
，
此
れ
只
に
獨 

り

：

『

典
爺
織
宣
言』

の
死
活
に
關
す
る
11
1
1題
た
る
の
み 

な
ら
す
、
繼
て
マ
ル
ク
l
'y
!
ズ
ム
：の
危
機
と
稱
す
可
き
で

笫
六
號 

九
ニ

這
般
の
■問

題

はT
s
c
h
e
r
k
e
s
o
r
f

が
一
八
九
六
年
公
刊 

し
れ
る
臂
卞)，

p
a
s
s

 dwhistoire sociaHwte. Doctrines 

.et 

actes 

d
e

 
ノ
 

la 

so

G.a
l
-
&
m
o
c
r
a
t
i
e

 
て
.

(

Mi
五)

に
於
い 

:
.て
今

マ
ル
ク
ス——

エ
ン
ゲ
ル
ス
の「

共
產
黨
宣
言」

が
之 

一
に
先
立
つ Victor Consid6rant 
の
著
作 

s pr

B-cipes d
u

 

一
 

Manipste. .de 

la; dw.mocratie: 

a
n

 

x
i
x
.

 

\ 

s^cle 

^

の
換
^
奪
胎
な
る
pr
以
を
忽
执
糸
奶
せ
し
ぃ 

.初
ま
る
。
即
ち
日
く

.

『

彼

(

コ
ン
シ
デ
ラ
ン)

の
風
想
の
最
少
部
分
で
す
ら 

_.
及
び
理
論
t
を
悉
く
ぬ
含
し
て
ゐ
る
、
愛
に
於
い
て
か
、

I 

.ェ
ン
ゲ
ル
入
自
身
が『

全
體
ミ
し
て
、
今
日
に
於
い
て
も 

仰
ほ
依
然
f
し
て
充
分
正
當
で
ぁ
る』

ぞ
稱
す
る「

共 

':

產
鐵
宣
言j
の
杂
珊
論
的
招
分
即
t,
-
第
一
^
及
第
ニ
，為 

は
單
な
る
借
用
物
で
あ
る
.0
己

の

マ

ル

ク

ス

丨

ェ
ン

ゲ
ル
ス
の
宣
言
即
ち
合
法
的
革
命
的
民
主
中
一
義
の
經
典

は
コ
シ
，
シ
デ
ラ
ン

の
；；「

宣
言
U
,の
多
數
の
諸
章
を
，極
め 

て

平

凡

に

言

a

換
へ
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ 

る
。
：：.而
も
®
に
マ
火
ク
ス
I

エ
ン
ゲ
^:
:ス
：は
萁『

宣
言』

：
 

一：の
內
容
を
ば
コ
ン
ン
デ
ラ
ン
0
.「

實
言」

'の
裡
に
觉
め 

し
の
み
な
ら
す
、
各
章
の
形
式w

標
題
を
ち
亦
是
等
模 

倣
者
に
依
て
典
®
踏
襲
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る』

と

(

註
六
V
: 

:

.

Prosper : V
i
c
t
o
r
n
o
n
s
〖&
r
a
n
t

は
佛
關
西
の
社
會
主 

義
者
で
あ
つ
て
、

】

A
〇

沉
雄
十
月
十
一
一
日CO
I

S
に 

生
れ
、

一
八
九
三
部
十
二
月
二
十
七
日
死
ん
だ
。
,
彼
は 

Lechevalier, 

A
b
e
l
,
H
r
a
u
s
o
n
,

 

B
a
u
d
e
t
-
D
u
l
a
r
y

 

等 

W

均

し

く

'o
tr
a
x
i
c
s

 

F
o
u
r
i
e
r

の
思
想
を
信
舉
す
る 

最
も
著
名
な
る
フ
リ
ユ
主
義
表
で
あ
つ
れ
。

フ
リH

主 

::
:
義
が
，J

八
三
三
年
頃
サ
ゾ
• 

S

ン：

生

義

k
同
一
.の
；
 

述
命
に
逢
遺
し
な
か
つ
た
の
.は
專
ら
彼
に
負
ふ
所
大
で 

あ
る
^
言
ふ
事
が
出
來
る
。
彼
は
師
父
フ
リ
ェ
の
敎
義 

の
說
法
普
及
に
力
め
：

N

ソ
エ
の
死
後
興
黨
派
の
首
領 

:
”
';
笫
十
九
卷(

八
九
七〕

丨

-=
0共
廣
德
宣
言
杨
竊
問
題
；
:

と
な
つ
た
。
彼

は一

八

三

六

年

雜

誌L
a

 P
h
a
l
a
n
g
e

 

industrielle

を
創
刊
し
、
51
:
2一
 

八
四
三
年
雜
誌
P
 

D

o-.30crat〖e 

P
a
c
i
f
i
q
u
e

を
起
し
て
師
說
の
)fi
l
l述
に
寧 

日
を
知
ら
な
炉
つ
た
0
彼
は
自
己
の
理
想
を
食
現
す
る

I

N

f l
s

i

I I
p

:

め
遂
に
挫
折
し
後
巴
坻
に
歸
つ
た
の
で
ぁ
る
。

:
彼
の
著
書
の
主
な
る
物
を
擧
ぐ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ

D
e
s
t

5*£e 

sociale 

1
8
3
4
. 4
5
'
^

目
^ste d

e

 

r
6
8
Ie 

sodetaire 

ICO
4
.
I
. 

T
h
6orie 

d
u

 

droit 

d
e

 

でrop>r

o.;
t
6

 

et: 

d
u

 

d
r
o
i
t
-
a
n
u
a
v
a
i
i

 

1
8
4
s* 

L
e

 

Socialisms 

devant 

le 

v
leux 

m
o
n
d
e

 

o
u

 

ie 

vivant 

devant 

les 

morts* 

ioo
^
vo
. L

a

 

solution 

o
u

 

le 

gouvernement: 

direct 

d
u

 

people. 

I
s
-
.

 

D
e

 

la 

souverainete 

et 

de 

l
a
'
r

o'g
ence 

ICO
4
2. T

h
e
o
H
e

 

d
e

o.ducation 

natureilen 

et 

a
t
t
r
a
y
a
p
t
e
,

s>
4
5
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1
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.
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.

.

.
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:

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

,

.

.

.

. 

,
'
,

plla

pru
s
^
r
c

 
6t 

consideration .S0ci31cs .sur、，Laxtlt?

c
h
o
n
i
q
u
e
, 

1
8
4
1
,
A
u
.

 T
e
x
a
s
,

 

Is?
4
.
d
e T

a
x
a
s
,

 

1
8

 

广
ゲ 

M
e
x
i
a
u
e

 

100
6
8.(

釣

七)

這
股
の
問
題
はT

s
c
b
e
r
k
e
s
o
f
f

の
前
記
著
作
出
版
後 

你
久
し
く
世
人
の
顧
る
所
ヒ
な
ら
な
か
つ
れ
。
此
問
題 

が
漸
く
社
會
主
義
者
の
注
目
を
惹
く
に
到
つ
れ
の
は
伊 

太
利
社
會
民
主
黨
の
左
翼
急
進
®

の
：領

釉

I

B
 

L
a
b
r
i
o
l
a

が

一

九

〇

ニ

年

三

月

，，
A
v
s
t
i

じ
紙
上
に
之 

に
對
す
る
赞
成
說
を
揭
载
し
、
E

に
一
九
〇
五
年
獨
逸 

の
.無
政
府
主
義
者
寄
3

衣
ほ
が
前
記
チ

.
- 

>
 ヶ 

:

ソフ
■の
.著
•作
中
此
問
題
に
該
當
す
る
部
分
即
ち
第
十
章 

P

八
ノ、
ど
這
個
ラ
ブ
リ
ォ
.ラ
の
論
文
€

を
獨
譯
し
、之
^
, 

,,E
n
g
e
l
s

 

als 

p
l
a
g
i
a
t
o
r》

な
る
自
作
の
論
文
ど
を
併 

せ 

r
.
: 

D
i
e

 

U
r
h
e
b
e
r
s
c
h
a
f
t

 

d
e
s
w
o
m
m
u
n
i
s
t
i
s
c
h
e
n

 

M
a
n
i
f
e
s
t
e
s.

な
る
標
題
の
小
仙
子
を
公
刊
せ
し
に
依
る 

の
：で
あ
る
。R

a
m
u
s

は
此
小
冊
子
の
序
文
中
に

1 

'

ふ
。

.

f
ハ
號 

九
四 

『

.マ
ル
.：ク
ス
：.、̂

エ
_
ン
_ゲ
^
.バ
ス
；の
主
著
共
產「

!•
⑴
宣
言
は 

一
全
く
剽《

切
に
成
る
も
の
で
あ
る
事
は
、
疑
も
な
く
明
か 

:

で
あ
る
。
而
も
吾
人
の
寬
恕
し
得
ざ
る
一
事
は
、

彼
等 

:
が
他
の
剽
窃
者
ぐ
同
じ
C
軍
に
他
の
思
想
家
の
學
說
、

I

M
想
を
榄
寫
せ
し
の
み
に
は
あ
ら
で
、

向
分
が
利
用
し 

た
思
想
家
を
或
は
讒
識
し
、
或
ひ
は
無
知
の
愚
物
^

®

\

倒
し
た
事
で
め
る』

と
o

k
九)

此
問
題
に
對
し
、

K
a
d

 

K
a
u
t
s
k
y

は

j

九

o
六
年 

ご N
e
u
e

 

Zeit 
ご

紙

上

に

：

D
a
s

 

K
o
m
m
u
n
i
s
t
i
s
c
h
e

 

\
g
a
n
i
f
e
s
t

 

ein 

p
i
a
g
i
a
t
》

な
る
論
文
を
揭
載
し
て
之
に 

應
へ
て
ゐ
'る
。
.

\

吾
人
は
先
ヴ
是
等
諸
士
の
所
說
を
窺
ひ
次
ぎ
に
其
當 

\

否
を
檢
討
す
ろ
で
あ
ら
ぅ
。R

a
m
u
s

.の

論

文,,E
n
g
e
l
s

 

als 

p
l
a
g
i
a
t
o
r

ご

な
る
論
文
：は
自
ら
別
個
の
討
究
を
® 

す
る
が
故
に
此
處
で
は
之
が
論
及
を
割
愛
し
て
他
日
k 

ぐ
：
讓
る
事

ヒ
す
る
。

(

t 
一
 

' ̂(Labrisba, 

Antonio—
zutn GedSchtnis 

des 

K
o
m
m
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.
 voa.:FJanz 

Mehriag. 

Ivo 

0
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 ニ
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 W
e
r
m
-
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1

d
e
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M
d
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3
2CO

4

三

：
；

Marx.EDgels, 

.Das 

I
c
c
m
m
u

s.
s
tK'
ctr
'
e
 

M
s
l
f
e
s
r
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p
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'
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18-19- 

鈍
a

同
年
和
湖
語
及
*
6饼
太
利
紐
に
飜
譯
せ
ら
れ
、
，觅
'し1

九
〇 

ニ
^
ク
ロ
ボ
卜
キ
ン
に
俅
て
英
_
:せ
ら
る
0
':
,

_

山、

R
a
m
u
J

 

pierrelDie: Urheberscliaft 

des 

Komnvan- 

_-:istischen\Manifestes S
.
10. 

:

I
七
.
：

.

.
'
,

steeBaDn, 

Cal. 

Handbncbiaes 

socialismus I. 

Bd. 

s
*
.
:
I

4
rV

6recque,dictionnaire .du:.socialisme'p.. .124-126. 

.RapoortJ

-'Dictionarv of Socialisin 

.
 p. 

15 ム
.

.

評

八

Ji
b
服
分
は
又
英
譯
11
拟
り
延
岛
英
一
氏
に
依
て
飜
譯
せ
ら
れ
ー 

.「

共
康
豁
宣
言
の
秫
本j

な
石
標
盟
で
勢
働
迆
泐
社
ょ
り
出
版
；.せ
ら
る 

.
v
.
^
^
v
.

 namus,. 

piwrre—
cie..arheuerschaft 

'.des 'i-communi, 

...stischeD; Manifests S
.

や

.4;
',

丨

s

)

T
s
c
h
e
r
k
e
s
o
f
f

 

は
謂
ふ 

:
L

『

«

會
民
主
主
義
殊
に
'エ
ン
グ
，.ル」

ス
が
社
會
主
義
の 

根
本
思
想
を
.以
て
悉
く
マ
ル
ク
ス
.

及
び
エ
ン
-ゲ
ル
ス
自 

:
:

第
十
れ
^

ハ
八
九
を-『

共
產
撤
宣W

S
.竊
問
題

身
の
發
見
に
係
れ
る
も
の
ど
看
倣
せ
し
事
は
吾
人
の
襲 

•に
指
證
せ
し
所
で
あ
る
。
實
際
に
於
い
て
獨
逸
の
彼
等 

の
讀
者
達
は
英
國
及
び
*
國
の
社
會
主
義
文
献
の
存
在 

を
知
悉
せ
ざ
る
が
爲
め
に
褒
心
か
ら
之
を
確
信
し
て
ゐ 

一
る
。

ー
方
に
於
い
て
社
會
民
主
黨
の
領
袖
達
は
政
治
的 

術
策
に
汲
々
S
し
て
、
唯
た
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
二
三
の
小 

\

册

子

と「

資
本
論」

の
.通
俗
解
說
書
を
其
の
讀
書
と
し 

|

て
甘
じ
て
以
て
、
勞
働
者
の
前
で
は
天
晴
近
代
科
學
の 

j

唯1

眞
個
の
代
表
者
の
風
姿
を
氣
取
て
ゐ
る
の
で
.あ 

る
。
總
て
は
調
子
好
く
運
ん
だ
。
を
し
て
全
く
獨
自
の 

科
學
の
建
設
者
と
し
て
の
マ
ル
ク
ス
の
名
聲
は
，全
世
界 

U
廣
ま
つ
れ
。
か
く
し
て
漸
次
、
泡
家
の
議
論
を
人
1'
の 

\

眞

IE
の
科
學
に
觉
め
し
革
命
盼
共
產
主
義
者
は
悉
く
無 

知
な
る
ブ
ル
ジ
ョ
ソ
ご
®
ら
れ
而
も
屢
々
敎
唆
者
、
政 

rf
の
廻
者
€
し
て
さ
へ
取
扱
は
る
る
に
到
つ
た
の
で
あ 

る
。
何
ミ
な
れ
ば
之
等
の「

科
學
者」

は
謂
ふ
、

マ
ル
ク 

.

.シ
ズ
ム
以
外
に
，科
學
無
く
、
亦
社
會
主
義
無
し
。
現
代
、

第
六
號 

九
2£
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第

十

九

卷(

九
c
〇)

『

典
箝
髂
實
言』

剽
竊
nl
l
M 

社
會
生
義e

敎
ふ
る
所
は
總
て
悉
く
、
夙
に
マ
ル
ク
ス 

及
び
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
依
て
槪
括
せ
ら
れ
、
殊

に

興『

典 

*
黨
宣
言』

の
«
に
要
約
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
。

斯
の
如
き
偏
觅
を
持
て
は
こ
そ
、K

l
k

y

が
其
雜 

誌y
,
'
N
i

 

Z
e
i
t

ゴ

I
X
,:c
o
:に
於
：い
て
又
諸
*
の
愚
物 

典
が
V

y
i/
K
語
ゾ
フ
ラ
ン：
ス
語
、
其
他
の
國
語
を
以 

て
> 
此

の

『

宣
言』

は
社
會
主
義
の
眞
價
の
聖
典
で
ぁ 

:

る
^W

、
、口
癖
の
樣
に
反
镫
し
て
：ゐ
6

の

だ

。

此
宣
言
：
 

0
出
版
五
十
年
祭
が
杂
歐
洲
語
を
以
て
：企
て
ら
れ
て
以
：、
 

來
恰
度
七
年
に
な
る
。：

總
て
.の

『

科
學
的』

代
議
士
達 

:

が
#
々
し
い
論
文
の
裡
で
此
宣
言
の
出
現
を
祝
福
し
r
 

之
を
以
て
科
學
の
發
股
及
び
人
類
の
發
服
に
對
し
て
一 

個
の
新
な
る
紀
元
を
劃
す
る
も
の
と
さ
へ
考
へ
る
に
到
. 

つ
れ
の
で
ぁ
る
:0
:

訛
か
彼
等
に
杭

_

し
#

や
ぅ
？

ユンゲルスはー 

(

八
七
九
年
其
寒『

排： o
l

;
:

タ
ン
：：グ
論』

：に
於
い
て『

苦 

し
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
の
言
は
ん
と
す
る
所
が
現
今
の
全
經

• 

第
六
.躲 

九
六

.

濟
狀
態
が
大
衆
敵
對
、
交
配
及
び
隸
扉
關
係
の
裡
に
0
 

胺
す
る
此
會
史
の
成
來
で
あ
る
^
云
ふ
事
に
存
す
る
と 

.
せ
ば
、
.彼

は

『

共
產
鐵
宣
言』

以
來
久
し
く 

3
明
の
理 

と
な
れ
る
事
實
を
反
稷
せ
し
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

™ ,
何
人
も
之
を
疑
ふ
權
利
は
無
い
。
何
i
な
れ
ば
斯
堪
を 

.

主
張
せ
し
も
の
は
實
に「

大J

エ
ン
ゲ
ル
ス
_
身
で
あ
る 

-
か
ら
で
あ
る
。

而
し
て
彼
^
共
に
o
g
a,
p Lafargue, 

V
a
n
d
e
r
v
e
l
d
e
,

 

F
e
r
r

〖

Jt
m

Q

«

B々
5:
含
ん
/:『

科
學 

j

的』

代
議
士
達
は
悉
く
此
新
な
る
啓
示
、此
の
新
約
こ
.そ 

は
マ
グ
ク
ス
に
依
て
、«

«
せ
る
人
類
の
た
め
に
、
か
の 

有
名
な
る
宣
言
の
a
に
與
へ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る 

I
ビ
.認
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る』

(

註
一〕

1
.
.
T
s
c
h
e
r
k
e
s
o
f
f

は『

共
產
黨
赏
言』

を
社
會
主
義
の
不 

可
侵
‘的
經
典
ビ
仰
ぐ
諸
マK

ク
シ
ス
ト
の
輕
擧
を
嗤
笑 

し
た
後
に
]a
に
彼
等
を
挪
揄
し
て
謂
ふ 

;
::f

「

神
は
偉
大
な
り
、
而
し
て
モV

 

メ
ッ
ト
は
典
豫
言 

者
な
り」

r
t

常
に
唱
へ
て
ゐ
る
豫
言
著
の
熱
烈
な
る
信

徒
が
，1

朝
、
彼
の
長
椅
子
の
.上
に
#
聖
：な
るn.

丨
ラ
シ 

の
代
タ
に
不
信
神
な
る
異
敎
徒
の
藉
作——

而
も

そ
の； 

中
に
は
モ
：、

v

メ
ヴ

ト
の
經
典
.の
中
で
■最
も
神
聖
視
さ
れ 

て
ゐ
る
もQ

が
、
遙
か
に
"
nJ
J

g

a、
精
磾
に
、
廣
遠
に
、
. 

深
遽
な
る
见
想
を
以
て
、
而
も
そ
れ
以
上
比
較
す
可
か 

ら
ざ
る
程
優
れ
た
才
幹
を
以
て
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
著
作 

を
見
出
し
れ
時
の
信
徙
め
糈
»
狀
1
に
成
變
つ
て
見
る 

が
好
い
。
而
し
て
彼
が
屈
辱
^
忿
怒
に
燃
え
て
、
而
も 

此
啞
然
れ
る
信
徒
が
尙
其
上
に
此
木
信
神
な
異
敎
徒
の 

著
作
.が
ぎ
ー
ラ
ン
ょ
ぅ
ぎ
前
に
世
：G
出
.て
、
ペ
そ
し
て
樹 

命
主S

の
火
豫
言
者
へ
モ
ハ
メ
ッ
.ト
が
斯
事
實
を
承
知
し
，
 

て
ゐ
た
.事
を
知
'つ
.
ら̂

如

何

，で
あ.ら
ぅ』

ノ
站
ー0

T
s
c
h
e
r
k
e
s
o
f
f

が
愛
で
モ
ハ
メ
ッ
ト
を
マ
ル
ク
ス
に
、 

n

丨
ヲ
ソ
を
共
產

黨

宣：

言

に
、
：而
も
其
の
，信
徒
を
マ
; 

ル
.
ク
シ
ス
ト
に
喩
え
、
不
信
舯
な
異
敎

徒
の
著
作
を「 

Consid6rant 

の
著
作 

Principes 

du. 

s
o
d
a
l
i
s
m
e
: 

Manifeste d
e

 la dwmocratie 

s X
I
X

 

si

十cle 

に
喻
え 

:
::
■
第
十
九
卷(

九
p
i
.

)

S(

產
激
宣
S

剽
竊
則
翅

'
而

も

自

身

をn

丨
ラ
シ
の

信
奉
*
た
る
地
位
に

擬
し
て 

•ゐ
る
事
は
更
に
呶
々
を
要
し
な
い
。

T
s
c
h
e
r
k
e
s
o
f
f

に 

從

！
へ

ば

M
a
r
x

の

C
o
n
s
I
d
6
r
a
n
t

に
於
け
る
は

恰
も
前 

記
间
敎
徒
の
異
敎
徒
に
於
け
る
に
佥
く
均
わ
い
も
の
で 

あ
る
0
即

ち

T
s
c
h
e
r
k
e
s
o
f
f

に
侬
れ
ば
マ
ル
ク
ス
の 
『

共
產
鐵
宣
言』

は
其
內
容
を

悉
く 

c
l
s
r
a
n
t

の
前 

ン
記
著
作
に
笕
め
し
も
の
で
あ
る
。

『

共
產
黨
宣
言』

は 

j 

c
o
n
s
i
d
6
r
a
n
t

の
該
著
作
の
換
骨
奪
胎
で
あ
る
。

マ
ル 

ク
ス
は
.前

記

C
i
f
d
6
r
a
n
t

の
著
作
の
剽
竊
者
で
あ 

|

る
。
愛
に
於
い
てT

s
c
h
e
r
k
e
s
o
f
f

は
這
個
の
消
息
を
立 

證
せ
ん
が
爲
め
更
に 

'語
を
鑕
：け
て
謂
ふ
、

\
『

數
牟
前
佘
がv

f
c
t
o
r
o
o
n
s

系r
a
n
t

の

著

作『

社

'
會

丰

義

0
原

理

。
第
十
九
.世

紀

民

主

主

_
宣
言』

,,F
r

3*d
p
e
s

 

d
u

 

S
o
d
a
l
i
s
m
e
M
a
n
i
f
e
s
t
e

 

dol
p

d

n )-
.

m
o

c
r

a
t

i
e

 

a
u

 

X
I

X

 

s

o :
d

e

>

そ
れ
は
一
八
四
三
年
に

著
さ
れ
、

1

八
四
七
年
第
二
版
を
重
ね
た
の
で
あ
る
が

:■
■:
 

I

を
讀
む
機
會
を
得
.れ
時
*
余
は
這
個
の
信
徒
ビ
同

笫」

•ハ
號 

九
七
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第

十

九

卷(

九0
.
1
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.『

共
座
涊
宣
省

』

剽
竊
_
題 

樣
に
留
辱
を
感
じ
、
茫
然
自
失
し
て
、
而
も
忿
怒
に
燃
え
一 

る
の
を
鐵
え
た
。
而
も
全
く
其
れ
に
は
充
分
の
理
由
が
ン 

あ
つ
々
。
可
*

y
j

fs

れ
ば
，Victor C

o
n
s
i
d
6
r
a
n
t

は
僅
か
に

1

四
三
頁
の
小
册
子
の
中
で
、
何
時
も
の
明
確
^
を
以 

て
、「

£
弋
的
一
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
の
原
理
；を
，、
即
代
識
士
達
；ー
 

が
全
世
界
に
押
付
け
樣
ヒ
欲
し
て
ゐ
る
這
個
の「

科
學J

一
 

的
社
會
主
義
の
全
原
理
を
肢
開
さ
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ 

る
。
嚴
密-2

言

べ

ばn
i
i
d
6
r
a
n
t

が
根
本
問
題
を
取
一 

扱
っ
れ
理
論
的
部
分
は
最
初
の
五
十
頁
を
超
へ
な
ぃ
ノ
一 

其
他
の
部
分
はL

o
u
i
s

 

p
s
i
p
p
s

の
政
府
が
.ブ
リ
エ
+
J 

. 

義
の
機
關
雜
誌
ご
c
 &

m
o
c
r
a
t

一

e
_
p
a
d
f
i
q
u
e
x

に
加 

へ
、
而
し
て
セ
ィ
ヌ
縣
の
陪
鄯
官
に
依
て
棄
却
さ
れ
た 

有
名
な
る
迫
害
問
題
に
割
か
れ
て
ゐ
る
卩
而
も
此
僅
 々

,

V

五
十
，頁
.の
裡
に
V

此
有
名
な
る
フ
?
土
主
義
者_

I

®
 

こ
そ
は
眞
の
達
人
で
あ
る——

は
非
常
に
多
C
の
深
遽 

な
る
、
明
確
な
る
、
而
も
堂
々
れ
る
槪
括
を
吾
人
に
提 

供
し
て
ゐ
る
、
即
ち
彼
の
甩
想
の
最
少
部
分
で
す
ら
、

笫六號九
八

尙
ほ
旣
に
、
有
名
«
る
資
本
集
中
の
法
則
並
に
共
藤
黨 

官
•言
の
全
體
は
言
ふ
に
及
ば
す
、
諸
般
の
マ
ル
ク
ス
の 

法
則
及
び
理
論
と
を
悉
く
包
含
し
て
ゐ
る
の
で
あ
るa 

■愛
こ
^

い
て
か
、

工
ン
グ
ル
ス
自
身
が『

全
體
ミ
し
て 

其
は
今
日
に
於
い
て
到
る
も
依
然
ビ
し
て
充
分
茁
當
で 

あ
る
.

』

と
稱
す
る『

共
產
黨
宣
言』

0
佥

理

論

的

部

分

"
即 

ち
、
.第
一
章
及
び
第一

1

章
は
軍
な
る
借
物
で
あ
る
。
此 

マ
ル
ク
ス
及
び
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
宣
言
、
即

-̂
合
法
的
革 

，命
的
民
主
主
義

の
經
典
は

c
i
i
&
r
l

の
宣
言
の
多 

數
の
諸
章
を
極
め
て
承
凡
に
言
ひ
換
へ
た
物
に
外
な
ら 

な
い
の
で
あ
る
。
而
も
®

に
マ
ル
ク
ス
及
び
エ
ン
ゲ
ル 

ス
は
其
宣
言
の
內
容
を
ば
.

G
o
n
s
i
d
d
l

の
宣
言
の
裡 

に
覓
め
し
の
み
な
ら
ず
各
章
の
形
式
€
標
題
を
も
亦
是 

.
等
模
倣
者
に
險
つ
て
其
儘
踏
襲
せ
ら
れ
て
ぬ
る
の
で
あ 

る11

と
。
6
I
e

愛

こ

冷

j-
'y
 

T
s
c
h
e
r
k
e
s
o
f
f

 

は
前
記 

C
O
D
S
i
&
r
a
n
t

 

J 
著

p P
r
i
n
c
i
p
e
s

 
d
u

 
S
o
c
i
a
H
s
m
e
: 

M
a
n
i
f
e
s
t
e

 

d
e

 

la

d
rt
l-.日 ocfatie 

a
u

 

X
I
X
.

_
 

.
scs
'
c
l
e
. (

：
 

一.
:

A四
七
年
出
版
の
^

」
1

版)

と
マ
ル
ク
ス
、

土
ン
ゲ
ル
，
の『

共
產
黨
宣
言』

 

セ
を
逐
章
逐
次
對
照
引
用
し
て
"
彼
等
の
剽
竊
の
那
邊 

に
存
枉
す
る
や
の
眞
相
を
忌
#
'^
く
劉
执
し
て
ゐ
る 

吾
人
は
這
’個
問
題
の
«
相
を
成
，心
*:
く
、，
偏
視
無
く
窺 

.知
し
て
、
其
當
否
を
明
に
せ
んW

欲
す
る
も
の
な
る
が 

故
に
、
可
及
的
祥
細
にT

s
c
h
e
r
k
e
s
o
f
f

の
所
說
を
引
用
し 

て
队
て
、
其
所
說
を
傾
聽
し
彼
の
言
は
ん
も
欲
す
る
所 

の
も
の
を
悉
く
盡
さ
し
め
や
ぅ
。
以
下
■ Ts
c
h
e
r
k
e
s
o
f
i

の
論
述
で
あ
る
。
S

四〕

X
X 

X 

X

X

X X

 

X

 

X

 

V
i
c
t
o
r

 

C
o
n
s
i
d
6
r
a
n
t

の
第
二
章
第
二
節(

十
九
頁) 

は
次
の
如
&
標
題W

な
つ
て
ゐ
厶
。
即
ち

『

現
今
の
狀
態
：ご
八
十
：九
年』

『

プ
ル
ジ
ョ
ソ
ジ
ィ
ど
ブ 

口 

レ
タ
リ
ア』
L
a

 

situation 

actuelie 

et: 

8
9
;
la 

tdour£reoisie 

et 

l
e
s

-hj
r
o
l

a'aires 

.

.

「

ブ
ル
ジ
ョ
フ
ふ
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア」

は
マ
^
ク
ス
、H

ン- 

:
::
:'
:第
十
九
卷
、

(

九
0
,三)

：

『

共
產
黨
宣
言』

剽
竊
！m

 

:
:

ゲ
ル
ス
の
第
一
窜
の
標
題
で
ぁ
る
'0

n

ゾ
シ
デ
ラ
ン
は
民
主
主
義
の
名
稱
の
下
に
集
れ
る 

各
種
の
社
#
主
義
.的
、
及
び
革
命
的
諸
政
黨
を
硏
究
し 

ハV

ゐ
る
。(

彼
は
フ
リ
工
主
義
者
を
平
和
的
民
主
主
義
者 

一
f
呼
ん
で
ゐ
る)

而
し
て
そ
の
各
節
の
標
題
は
次
の
如

.1 

く
で
あ
る
。

『

不
動
的
民
主
 々
_』

口 

d6mocratie 

immobiliste,

\ 

§

o

a

o

w
 

8
a
s
e
r
v
a
t
e
u
r
s
-
b
o
r
n
e
%

 (

三
五
莨) 

『

、退

罌

的

民

主

々
義

』

こ
p

cuemocratie retrograde 

J 

o
u

 

le 

parti 

revolutionairee 

(

四
一
頁)

u 

\ 

.『

退
嬰
的
民
主
.々

義

に

於

け

る

社

會

黨

- p
e
t
i

 

\ 

socialiste 

d
e
」
a

 

d6mocratie 

r6trograde 

=(

四
四
頁) 

マ
火
ク
ス
、

エ
ン
グ
ル
ス
の
標
題
は 

『

反

動

的

社

龠

、王
義

』

こbe
r

 

reactigire 

s
o
z
i
a
h
v

1

,0

 
ニ
頁
乂 

J

^

iィJ

保
守
的
若
は
ブ
ル
ジ
ョ 

ッ
社
會
主
顏』，)

c
e
r 

koscrva-tivc 

Oder 

Bourgeois- 

Sozial 
一

s
m
u
s

 
j 

O
H

ハ
頁)

^

? ^
っ)

『

批
奸
的
空
想

第
六
贼.' 

九
九



第
卜
九
® 

. C

九
〇
四)

ぃ
.，

「
『

弗
澈
激
宣
言
錄
竊
問
趄 

的
社
會
主
義
及
共
產
主
義』

，
，

d
e
r

 k
r
K
l
s
c
h
e
.
I
p
i
s

早
 

c
h
e

 

s
o
z
i
a
l
i
s
m
u
s

 

こ 
0

1
丄
ハ
1[
}

«
5 ;
^

.)

爾
か
此
等
の
標
頭
が
總
て
向
-
著
^
に
風
す
る
も
の 

で
あ
る
事
を
信
じ
な
い
も
.の
が
あ
る
で
あ
ら
ぅ
か
。
而 

も
亦
珉
に
內
容
を
相
苴
に
比
較
じ
て
見
る
時
、
是
等
の 

.兩
宣
言
が
事
實
に
於
い
て
同
，

J
'

物
で
あ
る
事
が
分
か
る 

で
^
ら
ぅ
。 

：

!:
今
®:
等
雨
書
の
此
較
を
始
め
る
に
先
立
て
少
し
く
工 

ン%

 V

ス
の
叙
述
の
歴
史
的
眞
實
に
捌
しv
、
：«
者
の 

蒙
を
啓
い
て
置
か
ね
.ば
な
ら
な
い
。

マ
ル
ク
ス
"

エ
ン 

ダ

/K
ス
は
彼
等
の
宣
言
の
初
め
，に
於
て
.、

說

明

し;■
■

評

■ふ
.
：

.
：
：
：

' 

.

"
『

共
產
主
義
は
旣
に
全
歐
洲
の
諸
權
カ
.者
に
依
.て
ヤ 

個
の
努
力
S
し
て
認
め
ら
れ
ゐ
る』

(

ー
贾」

ー
ィ
I1
E
ー'ー
耳

食)

ぅ

：

• 

J

一
八
九
三
年
チ
f

ソ
ッ
ヒ
の
.會
議
に
於
い
て
此
同
ー
. 

の
ェ
シ
ゲ
火
ス
は
謂
ふ

I

依

1
〇
0

『

此
時
代(

一
八
四
三
年
丨
四
五
苹)

に
於
.い
て
»
會 

主g

は
織
に
少
分
派
に
依
て
代
表
せ
ら
れ
て
ゐ
た
に
過

ぎ
な
か
.つ
たJT

愛
に
於
い
て
、
少
分
派
<
言
ふ
の
か
、
將
、
勢
力
ビ 

言
ふ
の
か
.？
何
れ
が
.眞
實
で
あ
.る
か
。
此
處
で
マ
.
ル
ク 

ス
、
.及
び
エ
ン
ゲ
，
ス
が
共
に
正
し
い
の
か
將
ェX

ゲ 

レ
ス
だ
け
が
芷
し
い
の
か
？
ぞ
言
ふ
問
題
が
起
つ
て
來 

る
の
は
當
然
で
あ
る
。

今
吾
々
の
仕
事
を
續
.け
て
行
く
爲
め
に
は
マ
ゲ
ク 

ス
、
エ
ン
ゲ
ゲ

ス
の
宣
霄
の
原
本
を
興
始
か
ら
寸
毫
も 

變
へ
る
事
な
く
迪
つ
て
行
つ
て
"グ

ィ

ク

ト

コ
ン
ン 

;

、デ
ラ
ゾ

の
宣
言
か
ら
同
一
問
題
に
關
す
る
章
句
を
别
用 

一
し
以
て

兩
遨
を
此
較
對
照
す
れ
ば
充
分
で
あ
る
。

遺
減 

乍
ら
予
の
後
者
か
ら
の
引
用
は
餘
h
長
く
あ

b
沿
な 

:

、.
、

.

.是
4
グ
ィ
ク
ト
ダ

$
 

.

コ
シ
ン
テ
ラ
ン
は
眞
に
^
派

r士
文
章
家
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

.

、

一
、

マ
ル
ク
ス
、

工
ン
ゲ
ル
ス(

六
頁)

ー
版
ニ
ー
ハ
|1)

『

上
古
の
歷
史
に
於
い
て
、
吾
人
は
殆
ん
ざ
到
る
處
に 

::

於
い
て
、:
社
#
•
か
稱
々
な
る
身
分
に
判
然
區
分
せ
ら
れ 

.
多
猶
多
辕
な
る
社
會
的
地
位
.の
差
別
の
存
す
る
こ
と
を 

.. 

.
見
出
す』

り
：

.

^

コ
ン
シ
デ
ラ
ン(

一
頁)

『

古
代
の
||
:
會
は
權
ヵ
を
原
1(
|
]
し̂
、
法
律
6
し
"
戰 

..
;

爭
を
政
治
ビ
し
、
征
服
を
目
的W

し
且
つ
奴
隸
制
度
を 

:

經
濟
制
度V

し
し
て
ゐ
れ
.
0
.即
ち
最
も
完
全
：な
る
、
'最
も 

殘
忍
な
る
、
最
も
野
蠻
な
る
形
態
に
於
け
る
人
問
に
依 

る
人
間
の
撺
取
，V 

«

，奴
諫
制
度
が
游
礎
で
ぁ
つ
た
。
奴 

隸
制
.度

及

び

階

級

的■
神

。
：
是
，♦か
古
代
社
會
組
織
の
特 

徵
で
ぁ
つ
た J

T

' .
:

:
'

.

.

-

ニ
、
.マ
ル
ク
ス
、

チ
シ
ゲ
々
ス
■

(

六
貞)

{動
t

j

K

"

)

『

中
世a

於
て
は
"
封
建
諸
候
"

家
臣
、
：：同
業
組
合
親 

:

:

方
、
職
人
、
體
僕
が
ぁ
り
且
つ
是
等
階
級
の
殆
ん
ざ
各 

々
に
於
い
て
"

尙
又
そ
れ
く
の
等
級
が
ぁ
づ
れJ

T

 

.

コ
ン
シ
デ
ラ
ン(

I

頁)

第
十
九
卷
,'(

九

^
ハ
產
戯
宣
言』

_
織
即
題

:
::
:『

封
建 

れ
。
：* 

•其
主
な 

る
事
業
は
、
依
然
と
し
て
職
爭
で
あ
つ
た
。
殊
に
征
服 

.
ょ
り

獲
得
し
た
る
原
始
的
特

«
の
傅
承
的
、
永
久
的
刺 

聖
化
で
あ
つ
た
。
這
個
封
建
制
度
は
、
從
前
に
比
し
て 

)

多
少
乍
其
苛
酷
、
殘
忍
の
度
を
減
じ
れ
、
人
間
に
依
る 

人
間
の
#
取
を
經
濟
制
度
S
し
て
腕
に
持
つ
て
ゐ
た
。 

.

.

.體
僕

制
度
即
ち
之
で
あ
る
。
.

|

三
、

マ\

ク
ス
、

エ
ン
ゲA

ス
{
丄
ハ
思
&

ニ
六
奶)

j
『

封
建
社
會
の
廢
墟
か
ら
生
長
せ
し
近
代
的
ブ
.ル
ジ 

|

ョ
ヮ
.社
會
も
階
級
の
對
立
を
療
北
し
れ
譯
で
は
な
い
4
 

コ
ン
シ
デ
ラ
ン(

ニ
頁
.

)

™

『

新
社
會
は
產
業
、科
學
及
.勞
働
の
發
達
に
依
て
封
®
 

」

社
會
か
ら
生
長
し
た』

『
*

新
法
律
の
形
而
上
學
的
自 

由
主
義
に
.係

ら

ず

、

.

法
律
の
俞
に
な
け 

'る
憲
法
的
：平
等 

，
に
も
拘
ら
ず
"
現
在
の
社
脅
秩
序
は
、
最
早
"
原
則
や 

法
律
に
於
て
で
は
な
く
、
事
實
上
取
な
る
一
個
の
貴
族 

ド
的
制
度
で
あ
る

』
(

五

頁)『

階
®
:
は
家
柄
に
依
て
其
相
對

笫
_

1
〇

1



;
'!
第
十
九
-卷
：

(

九
0
六
>

::
'

5
盤
鐵
宣
§
_
樾
問
題
；

的
下
等
及
び
上
等
の
狀
態
の
裡
に
永
績
せ
ら
れ
て
行 

:
:く

-
ク
：ラ
シ
ス
國
民
の
：諸

，大
等
級

の

間

に

，是
等

.
の

障

壁

.
：
I
. 

を
設
け
た
，る
も
の
は
最
早
ノ
單
に
法
律
、
權
利
、
政
治
的 

原
則
で
は
な
く
寧
ろ
經
濟
組
織
、
：社
會
組
織
其
渚
で
あ 

—

る』
C
-
K

頁)

：

;

"

」
：

：

■:」
| 

「

經
濟
» !
織
、
社
會
組
織」

な
る
辭
句
が
コ
ン
>
デ
ラ
一 

ン
に
衣
て
ィ
タ
リ
ッ
ク
に
さ
れ
て
ゐ
る
、
之
蓋
し
此
最
一 

|後
の
辭
句
が
他
辭
句
と
同
樣
に
、
，此
時
代
の
社
會
主
義 

者
が
今
日
の
政
治
的「

科
學
的」

，.人
:±
ょ
6
も
、
，
社

會

：

進̂

に
於
け
る
經
濟
的
要
素
の
役
0
を
遙
か
に
好
く
理
へ
 

會
し
て
ゐ
た
事
を
示
す
可
き
も
の
で
あ

.

り
、
且
又
普
人 

に
示
し
て
：ゐ
る
の
で
あ
る
。
：

四
，

マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
、
S

5(

l
5 ^
l

s
一

『

そ
れ
は
只
古
き
も
の
の
代
り
に
新
し
さ
階
級
、
新
し 

き
抑
腮
の

t

件
"
新
し
き
闘
带
の
形
態
を
以
て
置
換
へ
..
; 

丨
れ
に
過
ぎ
な
か
つ
た
の
で
あ
る』

。

:

此
章
句
に
對
し
て
、
吾
人
は
何
等
歷
史
的
、
社
會
的

第K

號

一

〇
11 

事
實
を
指
摘
す
る
事
無
く
S

コ
ン
シ
デ
ラ
ン
が「

新
：歩 

1

度
の
罾
速
な
る
構
成
丨
勞
働
者
の
集
合
的
奴
隸
制 

度

,

な
る
螺
題
の
下
に
這
個
の
社
會
的
發
達
を
極
め
て 

明
®

に
描
寫
し
穴
第
五
章
全
部
S
引
用
對
照
す
可
き
で 

あ

る

が

其

れ

で

は

予

の

叙

述

が

不

當

に

長

く

な

る

の 

で
ク
ニ
、

三
、
章
を
引
用
す
る
に
北
め
る
。

コ
シ
シ
デ
ラ
ン(

六
、.
七
'

八
頁)

『

最
も
重
大
な
るT

個

の

現

象

が

今

日

極

め

て®!
白 

ミ
な
つ
た
。
其
れ
は
新
封
^
制

度

即

ち

產

菜

的

m
政 

的
封
建
制
度
の
急
速
な
る
而
も
有
ヵ
な
る
發
M
で
ぁ 

る
。
其
吖
は
，中
間
に
介
在
す
る
諸
階
級
を
或
は
»]
滅
し 

一.
或
は
$

に
導
く
事
Q
依
て
V

貴
族
政
治
を
社
會
か
ら 

原
則
ミ
し
て
軀
逐
す
る
。
：
•
此
處
ょ
b
發
生
す
る
も 

の
は
唯
だ
僅
に
、

一
般
的
奴
隸
、
資
本
、
勞
#
要
具
及 

び
敎
宵
を
奪
は
れ
'
 
大
衆
の
集
合
的
隸
f

他
な
ら 

-

な
い
。
組
織
無
き
絕
對
的
自
由
■ビ
は
、
武
装
無
き
，
掠 

_
せ
ら
れ
た
る
大
衆
♦か
、
武
裝
を
有
し
而
も
準
備
あ
る

敬
の
®:
門
に
、
無
條
件
で
降
服
す
る
事
に
他
な
ら
ぬ
。
 

貴
族
的
规
建
制
度
ょ
り
敬
生
せ
し
文
明
、
そ
し
て
其
發 

,
0
に
依
て
產
業
階
級
が
、
個
人
的
若
は
直
接
的
隸
艢
か

： 

ら
解
放
さ
れ
た
文
明
は
、
今
や
勞
働
者
の
集
合
的
苦
は 

:

.間
接
的
隸
II
を
辙
せ
し
*
_
吣
封
®
制
度
に
歸
着
し
た
.

.の
で
、の
る』

.

.

.

.

.

—

.

.

.

.

五
、

マ
ル
ク
ス
、

H

ン
ゲ
：ル
ス(

六
頁(

§
5̂
ゾ
5
ィ)

:'
:
7

『

全
社
會
は
愈
1
益
*相
反
目
せ
る
ニ
大
陴
營
に
"互
1:
へ
 

問
近
く
對
峠
せ
る
ニ
大
階
級
に
卜
如
ち
ブ
ル
ジ

W

ヮ

ジ
 

ィ
ど
ブ
ロ

レ
タ
ソ
ァ
ど
に
分
裂
し

つ
つ
あ
る』

.

コ
ン
シ
デ
ラ
ン(

一
〇
頁)

『

&
十
章
の
標
題「

社
會
が
二
階
級
に
分
裂
す
る
こ
^

.

即
ち
總
て
所
有
す
る
少
數
e
總

.て
を
剝
奪
せ
ら
れ
た
る 

大
多
數』

.:n

ン
シ
デ
ラ
ン(

六
頁)(

証
'セ
し 

『

此
の
宏
大
な
る
戰
場
に
於
い
て
、
或
老
は
訓
練
さ
れ
、 

戰
ひ
に
慣
ら
さ
れ
、
且
つ
完
全
に
武
裝
さ
れ
て
ゐ
る
。

:
.
:::
h
第

十

九

卷(

九
0
七
>;'
:
!
,
:

『

共
ま
激
宣
言
毓
竊
即
超
、

-
他
者
は
掠
奪
さ
れ
、

裸
に
さ
れ
、
無
知
で
、
飢
餓

.
に
頻
し
て
、

日
常
の
生
活
を
營
む
た
め
に
"
彼
等
の
敵 

に
何
等
か
の
勞
働V」

低
廉
な
る
賃
銀w
を
哀
願
す
る
^

,

を
除
儀
な
く
せ
ら
れ
て
ゐ
る 

|

コ
ン
シ
デ
ラ
ン(

.ニ
六
頁)

一

『

產
業
的
戰
爭
は
、
恰
も
艰
寫
的
戰
爭
ミ
等
し
く
、
征 

一
服
者
と
被
征
..服
者
.
€を
具
.布
す
る
。
產
業
的
浪
&
讯
度
. 

は
、
軍
事
的
^
建
制
度
S
全
く
均
し
く
”
弱
者
に
對
す 

る
强
者
の
不
幸
な
る

勝
利
及
び
永
久
的
優
越
ど
に
依
て 

.構
成
せ
ら
れ
て
ゐ
る
0
ブ
ロ
レ
タ
リ
ァ
は
近
世
的
隸
屬 

,:
:
で
あ
る』

。

J

六
、

マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス(

六
頁)

^

: ^
如

)

„
,

:
『

工
場
エ
業
が
之
に
代
て
現
は
れ
た
。
同
業
«

合
の
親 

I

方
は
產
業
的
中
產
階
級
の
た
め
に
驅
逐
せ
ら
れ
た
。』

コ
ン
シ
デ
ラ
ン(

六
頁〕

(

訪
六)

Z
『

革
命
は
同
業
組
合
親
方
、
親
方
制
度
及
舊
式
聯
合
を
：
 

破
壞
し
て
仕
舞
た」

•
.
I
r
A
十
九
年
の
大
爆
發
の
後
、

.• 

:

笫
六
號 

一
o
三



丨
浓
十
九
卷
，

(

九
u

A

y:;
:

5
:ハ
靡
徼
宣
替

I

•剽
竊
間
姐

古
代
政
治
3
織
の
破
壊
の
後
、
封
®
的
所
荷
制
の
破
*

の
後
、

親

方

制

度

及

同

業

組

合

親

方

の

產

，業

制

度

，の

廢

. 

|8
の

後

.:
:
.'
N
六
|
七
^|)『

革
命
は
親
方
制
度
"
：同
業
::
- 

-龃
合
親
方
、
：產
業
的
所
有
制
を
破
墩
し
て
仕
終
^
。
茁 

命

は

-®
族
及
び
僧
侶
を
剝
奪
し
た
が
、
何
等
の
新
し
さ
一 

制
度
を
も
剑
造
し
は
し
な
か
つ
た
"：

：
そ
れ
は
全
產| 

業
的
及
社
會
的
エ
場
を
無
政
府
ど
强
:^
の
^

配

と

に

委 

ね
れ
。
炉
ぐ
て
貧
窮
、
腐
敗
，
®
詐
、
藤
徳
及
び
犯
罪I. 

.か
跋
雹
跳
維
し
て
增
加
し
つ
く
あ
る』

(

三
十
頁)

一
 

於
て
、
吾
人
は
有
名
な
る『

典
產
鐵
宣
言』
の

一

：
 

社
會
民
主
S
の
經
典
の
，
此
自
»
科
學
的
啓
一
不
の
、

第，；
| ； 

I

頁
の
出
典
を
知
つ
た
の
で
あ
る
。
依
之
觀
之『

無
知 

な
る
空
想
家
達』

の
方
が
.儿
，庸
の
剽
窃
漢
ょ
り
も
知
識 

の
上
に
於
いV

巡
か
に
張
じ
"
:;
殊
に
資
本
主
義
的
社
會
: 

の
®
級
形
成
を
描
寫
す
る
：之
と
又
篮
か
に
巧
み
で
ぁ
る
. 

こ
^
を
.

る̂
で
あ
ら
う
：

.け
，れ
.
^
.も
吾
人
は
.此
の
不
愉
.快
な
仕
事
^
.更
に
繼
»

笫

六

號

1
0四 

し
や
ぅ
。

マx

タ
ズ
及
び
エ
ン
ゲ
ル
メ

が
、『

自
B
の
發 

風』

：に
關
し
て
、
他
頁
で
"
如
何
に
言
明
せ
る
や
.を
觀 

察
す
る
事
だ
す
る
。

七
、

マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
スC

六
頁){

J

 
ニ
^
J

M

)

『

愛
に
於
て
、
蒸
氣
ピ
機
械W

が
エ
業
的
生
產
を
革
命 

し
た
。
エ
場
的
手
エ
業
に
代
で
难
大
な
る
近
代
的
エ
業 

.が
興
り
、
工
業
的
中
產
階
級
に
代
て
工
業
的
富
豪
が
起 

つ
た
の
で
あ
る』

コ
ン
シ
デ
ラ
シ(

九
頁)

『

部
門
の
如
何
を
問
は
弋
實
際
に
於
て
大
資
本
、

大 

企
業
は
其
小
^
る
者
に
對
じ
て1

個
の
法
則
で
あ
る
。
 

淡
氣
、
機
械
及
大
工
揚
は
、
其
の
現
る
る
や
、
小
さ
き 

又
中
位
の
エ
場
を
|4
々
と
し
て
«

^
し

て

仕

絮

れ

. ̂

等
が
近
づ
く
に
從
ひ
V
舊
來
の
手
工
業
、
手H

業
者
は 

影
を
潜
め
て
、
後
に
遺
る
も
の
.は
唯
だ
工
業
.
tブ
ロ
レ 

タ
リ
土
ル
だ
け
で
あ
る
。
：
.』

.吾
人
は
觅
^
這
個
ロ
ン
シ
デ
，ラ

ン
か
ら
の
引
用
を
繼

續
し
や
ぅ
。
彼
は
是
等
剽
窃
卷
達
が
破
廉
恥
に
も
不
嗔 

に
し
て
：仕
舞
れ
點
を
眞
に
感
歡
す
可
き
程

、
■
明
し
て 

ゐ
る
。

.

『

加
之
吾
人
は
意
想
外
の
諸
發
見
が
突
：如
ど
し
て
現 

:

れV
、
：：

全
生
鹿
部
門
^
革
f

驭
て
：、
：：土

場

內

に

混

亂 

を
招
致
す
る
の
を
、
不
斷
に
認
め
る
：。
是
等
び
諸
發
見 

:

は
勞
働
者
の
四
肢
を
打
碎
い
て
、
：
«
«
に
依
で
直
に
置 

，換
ら
れ
れ
多
數
の
人
問
を
失
業
せ
し
め
て
後
"
今
度
は 

親
方
階
級
を
聯
倒
す
る
^
到
る』

ハ
九
"

'̂+
頁)

;

八
、

.マ
ル
ツ
ス
、H

ン
ゲ
ル
ス(

七

頁

f

)

f

ブ

\

ジ
ョ
ヮ
ジ
ィ
は
一
度
支
；配
者
の
位
地
.に
昇
る
や 

總
て
の
封
建
的
"
家
長
的
、
牧
歌
的
諸
關
係
を
®
滅
し 

H

 

:
:
.

そ
れ
は
人
間
，の
價
値
を
交
換
價
値
に
換
へ
無
。
 

:»:
の
#
聖
不
可
侵
の
自
由e

代

ぶ

さ

：に
、

)

职

純

な

る

不 

誠
實
の
自
由
貿
易
を
以
て
し
た
。
之
を
要
す
る
に
、
宗 

敎
的
、
政
治
的
幻
想
の
假
面
を
被
れ
る

搾
取
に
代
ふ
ろ 

」

に
、
公
然
れ
る
、
破
廉
恥
な
る
直
接
の
、
露
骨
な
る

搾
取 

:
:
;

.「

.第
十
：九

卷

(

九o

九)

丨
“
共
産
激
宣
言』

剽
竊
問
題

を
以
て
し
た
の
で
あ
る』

コ
ン
シ
デ
ラ
ン(

四
、

五
贾)

リ

『

革
命
S

S
は
封
建
制
度
の
最
後
の
殘
做
を
破
壞
し
 

'
た』

。
同
七
頁『

封
建
的
所
有
制
を
絕
滅
し
た
後
^

: 

j

そ
し
て
工
業
及
商
業
の
自
由
の
宣
言
：
♦』『

其
、
結

*

新 

法
律
の
形
而
上
學
的
自
11
1
主
義
に
拘
ら
ヤ
、
法
#
の

1» 

i

に
‘於
け
る
市
民
の
憲
法
的
平
等
に
拘
ら
す
•(

五
頁)

： 

I
.

:
現
行
の
社
會
徹
織
は
尙
依
然
ヒ
し
，
m
な
る
貴
族
制 

I 

:
,
度
^
過
ぎ
な
ぃ
。』

(

.七
頁)『

エ
業
的
社
會
的
競
#
場
裡 

一
に
於
て
は
、
自
分
自
身
、
及
自
己
の
實
カ
に
.應
じ
て
、
 

.自
分
勝
手
に
行
1{
)
す
る
f.
々
人
ヵ
相
藤
立
せ
る
ク
.み
飞 

•

あ
る』

(

八

頁)

s

i『

保

證

無
&
自
^
競

^

の
厭
は
し 

I 

.き
機
槭
主
義
は
"
茁
0
 

f

人
道
€
の
總
て
の
法
則
を
破 

壤
す
る
。
.
,
.九

頁

『

自

F1
1
競
®
は
、

.
•
.
此
非
人
道 

:的
な
憎
藤
す
可
き
性
質
を
有
つ
て
ゐ
る
。

rf
l
lも
そ
れ
は 

'
到
處
に
於
て
賃
銀
を
低
減
な
ら
し
む
る』

九
、

マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス(

ヵ
風)

)«
三
0'
'
33
:

)

.
『

，其

等

の

も

の(

封
建
的
所
有
關
係)

は
爆
裂
せ
ら
る

: 

'

第

六

號

一
〇
丑



.

.

.第

十

匕

畚r

九1

0

0

'

『

#
'莳
激
.宣
言』

剽
竊
問
翘 

可
き
で
ぁ
り
、
又
爆
裂
せ
ら
れ
て
仕
雛
つ
れ
。
是
等
の 

も
の
に
代
て
自
由
競
爭
は
之
に
適
應
せ
■る
社
會
的
、
政 

治
的
轔
成
ミ
共
に
、
ブ
ル
ジ
n
ッ
階
級
の
.經
濟
的
、
及

び
政
治
的
支
配
ミ
共
に
現
出
^
れ』

？

'

菩
人
は
後
に
ブ
ル
ジ
3
フ
ジ
ィ
の
政
治
的
支
配
に
就| 

て
^
る
で
あ
ら
ぅ
。
そ
し
て
グ
ィ
ク
ト
ル
。
コ
ン
シ
デ
一
フ
一
 

V

か

ら「

新
量
族
政
治
！

2

對
す
る
國
家
の
賜
給」

な
る 

題
各
0:
第
九
章
を
別
用
ず
る
で
ぁ
ら
ぅ
。
假
令
殊
11
此

部
を
說
明
し
無
く
^
も
、
次
の
マ
，
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル

;;
ス
の
自
由
競
爭
に
關
す
る
引
用
が
、
.：
：
同

，
一

問

題

に

對

：

す
.；
： 

るn

ン
シ
デ
ラ
ン
の
引
用
の
連
續
で
あ
る
こ
と
を
易
く 

信
;[
]
す
る
事
が
出
來
る
こ
^
と
见
ふ
。

マ
ル
ク
ス
、H

ン
ゲ
ル
ス
ハ
七«) (

? ;
! ;
ィ)

『

：

一
般
に
大
君
主

.職
の
根
本
的

®
礎
で
ぁ
つ
た
。
 

ブ
ル
ジ

ョ
フ
ジ
ィ
は̂

エ
業
及
び
世
界
市
場
の
姐
設
以

 

::
:
來
近
世
代
1 1
國
家
に
於
^
て
、
排
他
的
の
败
權
を
赢
ち

 

得
れ
の
で
か
る
、鍪
に
近
代
的
國
家
權
力
は
佥
ブ
ル
ジ
ョ

策
六
號 

f C

六

ヮ
階
級
の
典
同
的
事
務
を
：鞭
掌
す
'る

1

個
の
委
員
鲁
1:
. 

wi
rx
ら
ぬ
の
で
あ
る』

。

•

コ
ン
シ
デ
ラ
ン(

1
〇
頁)

'
.『

總
て
の
地
位
、
總
て
の
艰
事
的
规
則
、
商
工
業
の
鮮 

ゆ
る
甚
礎
を
領
有
し
て
ゐ
る
者
は
何
者
で
あ
る
か
。
何 

人
が
凡
ゆ
る
者
を
侵
略
す
る
の
か
。
何
人
が
凡
ゆ
る
渚 

の
長
^
る
か
、
若
し
そ
れ
が
投
機
ミ
火
資
本
ど
で
な
か

つ
れ
な
、ら

ば.

.

.

.

.

.
諸
君
は
此
不

幸
な
る
封
建
制
度
が
如
何
.位
深
く
旣
に
地
中
に
根
差
し 

，て
居
h
、
乱
如
何
許
b
政
治
的
並
に
社
會
的
運
動
を
支 

配
し
て
ゐ
る
か
を
知
る
事
が
⑴
來
れ
かr

 (

十
二
頁)

愛 

にn

ン
シ
デ
ラ
ン
は
、
財
政
、
戰
爭
及
び
外
交
に
關
す 

:

る
引
用
を
試
み
れ
.後
に
次
の
如
き
結
論
を
抽
出
し
た
の 

.
で
あ
る
。
即
ち 

‘『

這
®
の
例
證
に
就
て
見
る
も
"
支
配
的
關
係
を
有
す 

も
の
は
最
早
君
主
で
も
、
大
臣
で
も
X國
民
で
も
無
く
、 

.寧
ろ
、
ェ
業
的
並
財
政
的
封
建
制
度
で
あ
る
こ
ど
は
明

g

で
は
な
い
か』

.

：

マ
ル
ク
ス
，

工
シ
ゲ
ル
メ(

六
頁)

I

n
 

V
I
シ
デ
ラ

V
O

.
0

頁

及

.
一
 

s

Mi
;
:
:'
:
y

マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス(

九
頁)

！
，tV

シ
シ
デ
ラ

ン(

ニ
六

頁)

，
 

V 

.

:

マ
;-
ク
ス
、
土
ン
ゲ
ル
ス(

八
頁)

-

-n

ン
シ
デ
ラ

ン(

ニ
ニ
頁)

マ
ル
ク
ス
、

工
ン
ゲ
ぐ
ス(

八
頁)

口
ン
V

デ
ラ

ン
0
1

ニ
頁
及
ニ
三
頁)

.

.
此
論
文
の
第1

部
に
於
い
て
吾
人
は
マ
ル
ク
ス
、

工 

ノ
V

レ
ス
、
.
及
び
■コ
ン
シ
デ
ラ
■ン
0
名
1
.書
に
就
い
て 

次
の
質
を
比
較
し
て
置
い
た
。

プ
ル
ク
ス
、

工
ン
ゲ
ダ
ス(

六
頁)

I

口
ン
シ
デ
ラ

’V
(

九
、
，十

"
十
一
頁)

_

1

の
引
用
を
示
す
に
止
め
る
。

マ
ル
ク
ス
、

エ
シ
ゲ
ル
ス(

六
頁)
^fi

お

)

•

『

エ
業
的
中
產
階
級
に
代
つ
て
エ
業
的
富
豪
が
現
は 

れ
た』

|

コ
ン
シ
デ
ラ
ン(

十
、
十 

一
M)

へ：：『

貨
幣
は
一
總
ゆ
る
も
の
を
侵
.略
す
る
‘。
大
資
本
の
力
は 

不
新
に
增
大
し
つ
つ
ぁ
る
。
そ
れ
は
總
ゅ
る
方
商
に
於 

:

い
て
小
資
本
及
び
中
等
財
產
を
誘
致
し
、
且
つ
吸
收
す 

る
。
:

:
社
會
は
長
足
に
«
劣

'
腿

制

な

る

賫

族

主

義 

の
制
度
に
向
て
行
進
し
つ
つ
ぁ
る
。
•
:
そ
れ
は
旣
に 

|

我
々
を
滕
追
し
、押
潰
し
初
，.め
信
。
.又
人
民
を
苦
し
め
" 

| 

K
:に
中
產
階
級
自
身
を
日
々
馴
致
し
、
征
服
し
奴
隸
化 

\

せ

し

む

る

。

，
一
れ
が
近
代
文
明
の
特
徵
れ
る
社
會
现
象 

で
ぁ
る
。
^
れ
は
機
械
の
侵
入
艺
共
に
步
ー
步
S
商 

業
的
及
び
工
業
的
組
織
の
-®
を
地
る
。
總
て
楚
等
の
も

.愛
に
は
.唯

マ̂

ク
ス
が
其
著
，.

「

資
本
論」

■の
第
一
卷 

の
給
論
た
る
ぎ
名
な
る
資
本
集
中
0
法
則
を
何
處
か
ら
.'
:
の
は
新
貴
族
主
義
の
貯
水
池
の
裡
に
國
富
を
注
込
み
" 

0

1

A

た

も

の

で
t

か
を
明
瞭
に
示
し
て
吳
れ
る
唯
そ
し
て
其
■

資
本
の
集
中
が
行
は
れ
、
そ
れ
に
依
て 

:

第
十
九
卷
 

- 

-
0 

- 

h

r

:
 

第
六
號 

ー
0
-



 ̂

 ̂

，へ
 

m
え
た
る
貧
民
ブ
口
レ
タ
リ
ァ
の
大
.鮮

が

作

b
出 

さ
れ
る
。
英
國
に
於
い
て
は
富
の
少
數
貴
族
の
手
中
へ
、
 

の
集
中
'の
，現

象

が

極

度

に

示

さ

れ

て

ゐ

る

"
這

個
の
英 

國
の
誤
れ
る
エ
業
的
發
厥
に
最
も
接
近
し
て
ゐ
る
フ
ラ 

シ

ス

及
び
Vへ
ベ
ギ
ー
に
於
い
て
も
新
し
き
封
建
制
度
が
. 

最
も
急
連
に
擴
が
b
つ
S
あ
る』

;;
:
:階
«
鬪
爭
！

經
濟
的
危
機
！
社
會
民
主
«
員
の
語
：

る
所
に
據
れ
ば
之
は
マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
最
火 

.發
見
で
あ
る
"
扨
て
吾
人
は
此
問
題
に
就
て
彼
等
の
コ 

丨

ラ
シ：

が
朵
し
て
何
と
言
て
ゐ
_る
か
を
檢
討
し
て
見
度

.い
W

M
ふ
。

マ
，
ル
ク
ス
、

ェ
ン
ゲ
,
ス(

八
1[)

)̂
三
_.
|
'H-)

:'
.

『

過
去
歡
十
年
此
方
エ
業
及
商
業
の
歷
史
ば
近
代
の 

生
產
關
係
に
對
す
る
、
ブ
ル
ジ『

ヮ
ジ
ィ
及
彼
等
の
支 

.配
を
存
立
條
件
た
る
所
有
關
係
に
對
す
る
、
近
代
の
生 

產
カ
の
叛
逆
の
歴
史
に
他
な
ら
ぬ
.の
で
あ
る』

。

'
這

個

章

句

^
對
し
て
乎
べ
说
グ
ィ
ク
ト
ダ
ノ
コ

ン
シ
デ

第

六

號

1
〇
八

ラ
ン
の
多
く
の
光
彩
あ
る
叙
述
を
引
用
す
る
Z

ど
が
出 

來
る

。
コ
ン
シ
デ
ラ
ン(

一
七
"

九
及
一
八
貝)

:『

ブ
口
レ
タ
リ
ア
及
び
食
獵
の
急
速
な
る
.
發

M
の
影 

j

着
せ
新
封
‘建
制
度
の
影
響
夂
か
未
だ
革
年
命
的
.精
神
の 

一
S
潤
せ
.る

{
現

代)

I
tt
會
の
，眞

中R
ff
ら
し
た
此
思
想 

I 

;

(

革
命
的
典
_

主
義
.の
7
は
勞
働
者
0
間
に
漸
次
爾
つ
て 

j

行
く
"
私

有

財

度

：を

徹

廢

せ

よ

、
，
財

產

所

有

者

を

倒

潰 

|

せ
よ
！
入
に
依
る
人
の
^
取
を
撤
廢
せ
よ
！
相
緻
權
を 

一
廢
止
せ
よ
！
地
上
は
總
て
'
,の
着
に
！

』

一
.
次
0

符
合
甘
る
章
句
は
省
略
す
る
事
ど
す
る
。

\

マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス(

九
頁)

—

I n

ン
シ
デ
ラ 

广
ン(.一
五
頁)

，,
:■

マ
ル
ク

ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス(

九
頁)

-—
n

ン
シ
デ
ラ

ン
0

1
三
頁)
；

,

マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
’ゲV

ス(

一
O

H

Y

—

コ
ゾ
シ
デ

-フ
ン(

1

九
頁)

マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
’ゲ
ル
ス(

1

0
頁)

I

コ
ン
シ
テ

ラ
シ
，

(

1
<頁)

.

.

.

.

.

.

.

マ
ル
ク
ス
、

ェ
ン
ゲ
ル
ス(

ー
〇
更)

|

.
コ
ン
、

V

テ 

ラ
シ
P

T
三
頁)

ア
ル
ク
ス
、

ェ
シ
ゲ
ル
ス(

ー
ニ
質)

一

I

コ
ン
シ
デ

ラ
：ン
：.

(

九

頁) 

.

：

マ)

ダ
ス
、

チ
シ
ゲ
ル
ス(

一
三
頁)

コ
ン
シ
ダ

ラ
ン(：

九
麗y

マ
/-
ク
ス
、

H

ン
ゲ
ル
ス(

I

一
 

頁)

-

-
i

ン
シ
デ

「

ラ
ン(

八
、
:
'九
頁)

' 

:
:

マ
ル
ク
ス
、

エ
シ
ゲ
ル
ス(

一
一
頁〕

.-

-
コ
ン
シ
、デ

ラ
ン(

一
〇
頁)

マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
グV

ヌ
2

ニ
頁)

—

コ
ン
シ
デ
-

■ラ
ン(

ニ
〇
蔥)

t

v
ク
ス
、

H 

V

ゲV

ス(
1

ニ
頁)

I

コ
ン
シ
デ

ラ
ン(

H
ニ
頁
：

)

マ
ル
ク
ス
、

工
シ
ゲ
ル
ヌ(

一
四
頁)

-

-n

ン
シ
デ
ラ

.丨

：
：
.第

十

九

卷(

^」

&

 

:
:
s
ハ
：產
黨
宣
言

』

剽

竊

間

翘

：
.： ン(

ニ

〇

1ニ
四
頁)

マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
火
ス(

1
四
頁)

-

-
コ
ン
シ
ダ

ラ
ン(

八
頁)

マ
ル
ク
ス
V

エ
ン
ゲ
ル
ス(

1

四
頁)

I

コ
ン
シ
デ

ラ
ン(

一
三
頁)

更
に
ニ
つ
だ
け
の
引
用
を
し
て
見
る

マ
^
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス(

一
四
!)

!1!
-

^
 )

"

ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
ジ
ィ
は
不
取
敢
自
分
自
身
の
慕
穴
人
で 

あ
る』コ

ン
シ
デ
ラ
ン(

ニ
〇
1

ニ
一
頁) 

q『

大
資
本
は
貴
族
の
一
pl
J
に
集
中
せ
ら
れ
、
大
株
式
會 

社
の
制
度
に
依
て
其
^
力
を
巢
加
し
、
か
く
し
て
漸
次 

優
勢
さ
な
る
0
併
し
乍
ら
此
發
展
の
優
勢
は
竟
に
、
必 

然
的
に
、
早
晚
社
會
的
戰
場
に
於
い
て
、
革
命
的
闘
^
 

を
惹
き
起
さ
す
ん
.ば
止
ま
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
苦 

し
革
命
が
終
決
す
る
や
否
や
、
敗
北
渚
は
直
に
驅
逐
せ 

ら
れ
勝
利
者
は
總
て
を
獾
得
す
る
。
而
も
そ
れ
は
恰
度

笫

六

號

一
。
九



笫
J

u

>

^(

九
ー
四)

，：『

典
產
激
宣
言』

刺
竊
間
®

:

:

ダ
,

ジ
ョ
フ
ジ
ィ
が
舊
來
の
貴
族
^
僧

®
.
に

對

し
て
爲 

し
れ
る
^
同
樣
で
あ
る』

.

.

マ
ル
ク
ス
、

工
ン
ゲ

ル
ス(

一

六

贯)

丨

丨

コ
ン
シ
デ

ラ
ン
.

(

四
五
頁)

 

：
 

……

_
マ
火
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス(

ニ
〇
頁〕

-—

■コ

ン

シ

デ，

ラ
ン(

四
五
頁)(

許
八
y 

:
;
i 

丨
及
にTsd..eskesoff

は
上
述
の
此
較
的
論
1.
を
；試
み
づ 

:れ
後
其
論
旨
を
要
結
し
て
謂
ふ
^
";;
:

:

:

:

_

:■
;『

- :
ソ
ダ
グ
ス
は「

共
產
_
宣
言」

の
英
國
版
の
序
文 

に
於
い
て
該
宣
言
の
理
^
⑽
部
分
卽
ち
第
一
章
の
.み
は
. 

依
然
じ
て
今
日

尙
價
値
を
有
す
る
も
の
で
ぁ
る
t

確 

言
し
て
ゐ
る
。
菩
人
は
、ク
ィ
>
.
ト
ぐ
コ
ン
ゾ
デ
ラ

ン 

の
宣
言
と
際
立
て
蓉
し
で
ゐ
る
這
個
ー
ニ
九
節
を
此
較
ソ 

衡
及
し
'た
る
後
、
公
然
次
の
如
ぐ
斷
言
せ
ざ
る

を
得
な」 

い
、

即
t>

此
場
合
に
於
い
て
、

マA

ク
ス
、

工
ン
ゲ

’
 

ス
が
其
共
產
黨
宣
言
の
著
作
，に
依
っ
て
享
く
可
き
唯
一 

:

の
名
擧
は
、
.彼
等
が
先
生
が
ら
學
ん
だ
事
を
マ
其
儘
ロ
.

第K

麟

一

1
0 

眞
以
し
て
線
返
し
れ
忠
實
な
る
弟
子
で
あ
る
ミ
言
ふ
事 

で
あ
る』

匕
。

胜「
Ramus, Pieric

丨D:e Uiheberscbaft 

des 

K
o
m
l
n
i
s
-

 

tisclicn Manifrstes s. 9-IP

註
ニ 

a. a. O., S. 

s
.

独
三 

a. 

p
p
, 

S. 

lo-il

i-
h
,四
.
引
.用
1-
1
總
て
の
獨

p
本
に
據
る
。
直
.下
|̂
揭
げ
る 

.t
の
it
筆
翁
の
：捕
入
に^'
る
■方
ゥ
少
キ
ィ
版
の
茛
歡
か
*示
せ
る
1 

の
'て
^
る
o

-

.

.

^
'"
L

た
^[
5:
わ
る
11T

sc

l-erkescff, 

R
a
m
:
s

 

の
誤
で
^
る
。
 

c
o
n
s
i
d
^
s
n
t

の
肢
本
は
七
其
で
ゎ
る
0 

い
跬
六
四
良
の
誤
記

な
六
可
し
，
说
本
11
11
、
六
设
1
1跋
常
韋
句
な
 

し胜
七Ramus

の
譯
本
u
ItBourgeorie

と
わ
る
も
*
コ
ン
シ
デ 

ヲ
ソ
の
掠
卞

し
！！ Revolptio 

ロ
：
 W

わ
り
、
恐
ら
く^

の
誤 

.
記
打
る
诃
し
0

註

八

R
a

日
：

is 

S

數
か
附
記
げ
ず
、
無
斷
て
前
だ
續
か
し 

.
め
た
り

.

^
'九
.Ramas, H

e
r
r
e
l
a
.
'
F

 

.
o
'
, 

s.. 11-17.

セh
:
、E:aInus, Tierrela. 

3. 

p
, s. 

17

•

E

T
s
c
h
e
r
,
k
e
s
o
f
f

の
論
一
證
の
確
實
な
る
窜
を
是
‘認
し

て
"
自
ら
這
個
の
論
議
に
參
加
せ
し
も
の
にA

r
t
u
r
o

 

T labriola 

が
あ
る
。.；W
.
P
B
C
W 
の
«
.に
位
:^
wr
tk
は
'#

太
利
社
#
:

a

主
黨
の
尨
翼
急
進
派
の
■
釉
で
あ
る

。

彼

.，
■ 

は
|
1九
0
ニ

年

三

月p A
v
a
n
t
i
-

紙
上
に
論
文
を
符 

せ
て
這
個
の
問
題
を
論
究
し
た
。

肉
|

§

は
又
：

g

論
一 

文

を

獨

譯

し

て

前

IB
ご
3

 ̂Urheberschaft 

des 

: 

K
o
m
m
u
n
i
s
t
i
s
c
h
e
n

 

M
a

s.fests

。

に
收
載
し
た
。
菩
人 

は
今
之
に
依
て
彼
の
所
說
を
親
知
す
る
て
め
ら
ぅ
"

ILabrioIa 

田 
く

『

數
日

前
予
は
偶

然

！

書
を
取
得
し
れ
。
本
書
に
關
し 

て
、
露

國

人H
s
c
h
e
r
k
e
s
o
f
f

が
、
該
書
は
©
じ

『

共
產 

黧
宣
言』

の
根
本
的
原
理
を
包
含
せ
：
の
み
な
ら
中
.又

| 

マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
グ
ゲ
ス
が『

典
產
黨
宣
言』

，を
起
萆 

す

る

に
際
し
て
使
用
し
れ
る
術
請
的
形
態
を
も
包
含
せ

ど
せ
U
事
の
全
く
正
當
な
る
を
認
め
る
.01

書

€
は
. 

也
眩
し 

J p
d
n
d
s
s

 

d
u

 

s
o
c
i
a
l
i
s
m
e

 ; 

M
a
n
i
f
e
s
t
e

 d
e

 

...

ia 

d
6
3
0
c
r
a
t
i
e

,
 a

u

 

X
I
X
.

 

siwcle 
 ̂

な
.る

.Vi
c
t
o
r

 

;

':
:-:
菸

十

參

C

九
一
五>

 

IT

共
逄
谫
fr
E
剽

竊

還

' c
o
n
s
i
&
i
t

 

Q

小
著
で
あ
る
。

.

.

『

民
主
主
義
宣
言』

 

は
ニ
部
に
分
れ
て
ゐ
る
。
即
ち 

I
、

社
會
狀
態
：

’ 

ニ
、
各
種
見
解
の
狀
態

而

し

て

此

第

一

部

の

.ニ十
六
頁
-

-
形
式
的
に
は
倚
數

多
の
空
想
的
要
素
を
包
含
し
て
ゐ
る
♦か
併
し
乍
ら
原
理 

k
5
>
&は
全
く
正
當
で
あ
る
一
の
中
に
吾
人
が
-
* 

產
黨
宣
言
，

」

の
第
一
章
に
讚
む
事
の
出
來
る
根
本
思
想
：
 

が
悉
く
包
含
せ
ら
れ
て
ゐ
る』

VJ。

S

G
 

ラ
ブ
f
オ
.ラ
は「

共
產
黨
宣
言」

の
根
本
思
想
を
次
の 

如
く
要
結
し
て
ゐ
る
"
日
ぐ 

『
一

、
ノ
歷
史
的
發
展
は
各
種
階
級
間
の
社
會
的
階
級

鬪
荦
の
成
果
で
あ
る
。

.

一1、

近
代
的
ブ
口
レ
タ
ク
ァ
は
現
行
社
會
組
織
に
獎 

す
る
這
般
の
階
級
國
爭
に
不
斷
に
參
加
す
る
こ
ビ
を
餘 

儀
無
く
せ
ら
れ
る
。
蓋
し
經
濟
的
發
肢
が
進
步
す
る
に 

伴
.れ
て
勞
働
者
は
愈
々
翁
々奴

！！

的
狀
態
に
陷
落
す
る

笫

六

號
こ

一



-
i:一
 
溶
十 

b ぶ
ハ
れ
一
六
^

: 

_ 

::

に
到
る
、
而
し
て
興
狀
態
は
著
し
く
藤
化
せ
ら
れ
つ
、

.

.

. 

- 

.

.

三
、
.，不
斷
に
行
は
る
る
資
本
の
集
中
は
中
產
階
級
を
: :
:

'

滅
C

さ
せ
、
ブ
ル
ジ
ョ
フ
ジ
ィ
對
ブ
ロ
レ
タ
リ
ァ
の
踏
：

級
圖
爭
を
激
甚
な
ら
し
め
る
。

.

'

; :

、

:
:四
、
：
生

爾

カ

が

旣

に

ブ

k

 
'ダ
-

:3
ヮ
ジ
.ィ
：の
權
カ及
支 

配
の
征
領
し
得
ざ
る
程
成
長
せ
ム
も
の
な
る
こ
芒
は
、

生
：靡
の
結
果
た
る
"
破
靡
的
經
濟
的
恐
憐
に
依
つ
セ
明 

か
に
：證
明
せ
ら
る
る』

^(

？
c

 

; ,

而
し
て
ラ
ブ
ジ
ォ
ラ
に
依
れ
ば
是
等
の
，思
想
は
悉
く 

n

ン
シ
デ
ラ
ン
の
见
想
に
由
來
す
る
も
の
で
あ
る
.°
日

/
S 

: 一
 
,
 

..
 .
. 

:
 

.
;■
■:

.

::
'」『

總
て
是
等「

共
產
黨
宣
言」

：の
原
理
並
に
理
論
的
根
バ 

.

本
思
想
！

尤
も
他
の
重
要
な
ら
ざ
ろ
多
數
の
章
句
も
 

:
:
:
敗
し
<

i

は
民
主
主
義
宣
言
の
中
に
包
含
せ
ら
れ
て
 

ゐ
る
。
；̂
形
式
れ
る
は
多
少
乍
ら
尙
ほ
幼
稚
架
空
の
域 

を

悅

し
«'
ぃ

芒

す

る

も

而

も

其

論

旨

に

到

て

は

常

に

明

第
六
號
一
一
一
一

tf
e

で
あ
6

決
定
的
で
あ
る』

ヒ(

能
三)

J r

く
て
ラ
ブ

^ '

オ
ラ
は
チ
ズ
ル
ケ
ソ
フ
の

r
o

幵
芒
殆

ん
す
同
.一
の
章
句
即
ち
自
由
競
爭
に
依
て
招
致
せ
ら
れ 

し
勞
働
階
級
の
貧
窮
瞭
落
及
資
本
の
集
中
^
關
す
る
萆 

旬
を
コ
ン
シ
デ
ラ
ン
の
著
作
か
ら
引
證
す
る
。
か
く
て 

ハ
又
彼
は
！1

ふ 

.

■『

吾
人
に
し
て
若
し
、
總
て
是
等
の
韋
句
ビ『

狀
產
裁 

宣
言』

を
對
照
す
る
ど
&
は
、

マ
ル
ク
ス
、

ユ
ン
ゲ
ル
 

ス
の
宣
言
：が
菅
に
コ
ン
シ
デ
ラ
ン
の
そ
れ
ビ
全
然
同

1 

-

の
思
想
を
包
含
せ
る
の
み
な
ら
.ず
亦
其
表
^

方
法
に
於 

い
て
も
杂
く
同
一
な
る
事
を
認
め
る』

E

S
 

『

此
以
上
は
マV

ク
ス
も
亦
吾
々
に
說
明
し
な
か
つ 

た
。
否

一

語
ち
言
は
な
か
つ
れ
。

貧
窮
の
增
大
■及

び

資

本

の

集

中

に

關

す

る

^

說

は

夙 

に
マV

ク
ヌ
以
前
に
於
い
て
、

1

般
に
社
食
虫
義
的
批 

，
評
に
依
て
使
用
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
"
而
し
て
此
偉
大 

v

な
る
®
逸
の
共
產
主
義
者
は
斯
說
を
唯
單
に
自
明
の
理

M

し
て
採
入
れ
れ
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
o
愛
に
於
い 

」

炉
、
民
主
主
義
宣
言
が
其
後
に
公
刊
せ
ら
れ
た
ァ
ル 

ク
ス
"

エ
ン
ゲ
ル
ス
，の
宣
言
0:
總
て
の
稂
本
见
想
を
包
.:
: 

瓦
し
て
ゐ
る
ど
言
ふ
事
實
は
菩
入
の
安
じ
て
主
張
し
得
. 

る
所
で
め
る
。
-
:

.
;依
之
觀
之
グT

タ
ト
ル
？
ゴ
ン
一 

|!
:

プ」

フ
ン
の
芪
圭
主
義
宣
富
が
共
產
黨
宣
言
の
眞
茁
：，

の
父
で
あ
る
と
云
ふ
事
實
を
續
ふ
事
は
出
來
な
い』

ど
。
一
 

M
 
五) 

.

.

.

.

\

.■斯
て
ラ
プ
.リ
ォ
.
1ラ
は
自
家
の
0*
論
を
要
結
し
:1
.譜
ふ 

.

『

是
等
の
論
述
の
裡
に
"
吾
人
は
' 
社
會
革
命
並
全
生
 

g

の
諸
現
象
を
以
て
?®
濟
.的
進
化
の
所
產
と
看
做
す
所 

S

見
解
の
最
初
の
思
想
/
!及
.
T

Vク
ス
ノ

エ
ン
グ
ル
ス 

の
而
0
を
蹓
如
た
ら
し
め
た
a

解

1

彼
は
.一
層
明 

傾
に
之
を
，版
開
し
て
ゐ
る
I

を

.全

く

明

瞭

に

認

識

す 

る
事
が
出
來
る
"
吾
人
は
マ
ル
ク
ス
、

二
ン
ゲ
，
ス
の 

功
績
を
多
-ビ
す
るS
共
.
.

に
..

又

次

の

.
事
^

是
觀
し
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
。
0

ち
這
個
見
解
の
根
本
原
理
及
び
學
説

.
:
:
‘十

九

後C

九
-;
七)

ぐ

「『

共
產
撖
宣
言_

竊
問
82
:

は
事
實
上
旣
に
共
產
黨
宣
言
の
公
刊
に
先
つ
乙V

J

數
年 

前
に
熟
知
せ
ら
れ
て
ゐ
た
ミ

S
ふ
事
で
あ
る』

s
。
S
 

六)

驻 
一
 

Labriola, Arturo—
Das d§

okratische Manifest 

i
nsl
e 

d^eberscll

公 ft deswommuoistischen Manifestes 
ひ•

It
ニ 

w
.
p
. 

o 

w 

s. 
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註

三

a.a. o
,
s
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註

四

p
. p
: 

O

J

⑴
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W
3 

胜
2£.a, 
p
. O
J s

,
2
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24

’

四

、

這
般
の
劇
窃
指
摘
に
對
し
て
*

マ
ル
ク
ス
派
側
の
採 

れ
る
態

度
ば
果
し
て
如
何
。
是
れ
次
に
吾
人
の
必
ず
や
、
 

論
及
せ
ざ
ろ
可
か
ら
ざ
る
緊
要
問
題
で
あ
る
。

蓋
し
マ
，
 

ダ
ク
シ
ス
ト
が
此
抗
議
を
如
何
に
處
理
し
、
決
濟
す
る 

や

の一

事
は
、
»
て

マ
ル
ク

シ
ズ
ム
金
體
の
死
活
を
決 

定
す
る

所
以
の
も
の
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
。

力
ウ
ツ
キ
イ
は

，

，

d

i

e
 

N
e

u
e

 

Z
e

i
t

 

ご

(
2
4

 

J
a

b
r

g
.

f

k
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$
卜
九
卷
ハ
九
一
八)

『

北
ハ
座
激
寬
言

』

制
竊
間
®

に

2 Bd._
^
^
/。^
紙

上

に

ふ

づ

这

内

旨

导

昏

穿

！
 ̂

M
a
r
^
s
t

 

e〗n
 

F
】a
g

を

r『

_
產
黨
宣
言
は
剽
窃
な
b 

ゃ
1
の

I

文
を
設
け
て
此
問
題
に
應
へ
た
れ
。
' 彼
は
此 

挑
戦
に
對
し
毫
も
其
锻
措
を
失
は
す
、
寧
ろ
樂
觀
的
態 

、
度

を

持

せ

々

。
彼

は

辨

疏

相

力

む

る

に

非

ら

す

し

て

"

：
 

寧
ハ

對
者
の
非
を
戒
し
む
る
靜
々
た
る
訓
戒
の
態
度
に 

似
れ
り
。
即
ち
彼
は
謂
ふ

.

.

『

ブ
ル
ク
ス
及
び
チ
ン—

グ
ル
ス
の
假
而
を
剝
い
で
、
次 

て
之
を
劍
窃
激
S
看
做
さ
ん
と
す
る
擧
は
決
し
て
新
奇 

の
も
の
に
非
ら
ず
，
寧
^
歡
年
來
常
®
的
遊
戯
e
tt
れ

-

る
ち
の
で
あ
るo

入
は
マ
ル
ク
ス
及
び
エV

ゲ
ル
ス
が

無
斷
で
借
用
し
れ
秘
密
の
極
本
を
探
し
出
し
て
來
て
、

1

擧
に
是
等
兩
冀
を
打
つ
れ
0
で
ぁ
る
。
：
人
は
又
近
世 

:

的
、
：：科
學
的
社
會
主
義
0
父
及
，此

社

會

主

義

を

贬

下

し 

同
時
に
：且
つ
數
十
年
來
世
人
.に
看
過
さ
れ
た
古
書
に
通 

_
す
る
自
己
の
勝
學
に
依
て
世
人
を
困
惑
せ
し
む
る
の 

で
あ
る
。

第

六

锶

一

1

四

然
し
從
來
之
等
剽
窃
指
摘
者
達
の
結
果
に
徵
す
る
に 

常
に
彼
等
の
探
出
し
た
剽
窃
が
、
何
.
れ
も
自
己
の
無 

:

智
に
菽
と
か
、
然
ら
ず
ん
ば
彼
の
早
計
に
過
ぎ
ざ
り 

し
事
を
示
證
し
れ
に
過
ぎ
な
い
の
で
t

。
而
も
彼
等 

の
方
法
^
る
や
極
め
て
安
價
の
も
の
で
あ
つ
て
、
殆
ん 

$

究
の
餘
地
す
ら
も
遺
さ
ざ
る
も
の
で
あ
る』

€
。

C

註1
)：

： 

'

*
く

力
ウ
ッ
キ
ィ
は
此
種
の
5
題̂
に
樂
し
何
等
答
©*

の
必
要
無
し
t
認
め
乍
ら
愛
に
一
文
を
萆
し
た
る
所
以 

ぃ
は
f

し
。
此
種
の
提
議
が
®
に
世
人
を
困
惑
せ
し
む 

る
に
北
ら
ず
、
E

^

ャ
ル
ク
ス
派
侧
の
人
士
中
に
も
往 

々
に
し
て
此
誣
言
を
輕
信
す
る
も
の
が
存
在
す
る
か
ら 

;
で
あ
ろ
、
即
夂
謂
ふ 

::::『

之
ゐ
る
は
不
拘
，
同
志
0
否
'著
名
な
る
同
志
に
し
て 

チH.

ル
グ
ソ
フ
の
主
張
を
極
め
，て
眞
而
0
に
受
取
る
渚 

.
す
ら
存
在
す
る
此
問
題
が
極
め
て
荒
®
無
稽
の
も
の 

ね
る
に
不
拘
、
予
が
之
5?
論
及
す
る
所
以
の
も
の
は
實

に
此I

S

に
の
み
存
す
る
の
.で
あ
る』

(

驻
10

と
"：

.-

カ
ク
ツ
キ
ィ
は
前
記
チ
ェ
タ
ヶ
ソ
フ
：が
引
用
對
照
し 

^:
る
マ
ル
ク
ス
及
コ
ン
シ
デ
ラ
ン
の
章
句
を
砰
び
^|
用 

.
し
來
て
チ
ェ
ル
ヶ
ソ
フ
ぺ
の
言
質
の
當
否
を
檢
蚊
す
る
，

:;

マ
ル
.ク
ス
ノ
エ
ン
ゲ
ル
ス(

六
頁)

^

一
fi
,

j 

■

一

『

上
古
の
®

史
に
於
い
て
吾
人
は
殆
ん
ざ
到
る
所
に
；
| 

-
於
い
て
社
會
が
種
々
な
る
身
分
に
判
然
區
別
せ
ら
れ
、

| 

多
穂
多
樣
な
る
社
會
的
地
位
の
差
別
の
存
す
る
？
£

を 

k

出
す』

:;

::n

■
ン
シ
デ
ラ
ン(

一k

) 

|

'

『

古

代
#]
會

は

暴

力

を
原
切
.€
し

決
詞

ビ

し

戰
C
.
.
I 

:
を
政
治
ど
し
、
征
服
を
目
的
f
一

レ

，
且
つ
奴
隸
制
度
を 

經
濟
制
度V

J

し
て
ゐ
れ
。
即
ち
最
も
究
全
な
る
最
も
殘
.
一： 

忍
^
る
，
最
も
»
蠻
な
石
>—

形
耀
に
；於
け
る
人
間
に
依

 

-

.る
人
間
の
搾
取
.•
：
奴
隸
制
度
が
藤
礎
で
ぁ
づ
れ
。
奴 

.

.
隸
制
度
及
ぴ
階
級
的
精
；神
。
之
が
古
代
社
#
組
織
の
特」

';
“
:
:h
u
第
十
九
#

(

九1

九)

：：
：

『

共
商
黛
食
言

I

剽
竊
|«
]
超
、
-

『

共
產
鐵
宣
言』
(
4
C

頁)
{
s
g
r
)

『

中
世
に
於
い
て
は
、
封
®

諸
#
、

家

®

、

同
業
紺

合 

「

親
方
、
職
人
、
體
僕
.が
あ
6
、
且
つ
是
等
階
級
の
殆
ん 

ざ
各
々
に
於
い

て

.®
又
夫
々
の
等
級
が
め
つ
た』

グ
ィ
ト
ル
o
'コ
ン
シ
デ
ラ
V (

一
m)

『

封
建
制
度
は
征
服
の
結
果
で
あ
つ
れ
。

’
其
主
要 

な
る
事
業
は
依
雜
ミ
し
て
戰
爭
で
あ
つ
た
。
殊
に
®

m 

ょ
り
谡
得
し
^
る
原
始
的
特
權
の
傅
承
的
、
永
久
的
神 

©
化
で
あ
つ
た
。
此
封
建
制
度
ぱ
從
前
に
比
し
て
多
少 

乍
其
背
酷
殘
忍
の
程
度
を
減
じ
た
る
"
人
間
に
依
る
人 

間
の
捧
取
を
旣
に
經
濟
®
度
ふ
し
‘て
^

つ
て
ゐ
”

體
.. 

僕
制
度
郞
ち
之
で
あ
る』

V 

■
カ
ウ
ツ
キ
ィ
は
チ
ュ
^
ヶ
ソ
.ス

が

マV
ク
ス
の
怨
敌 

を
'别
狭
す
る
爲
.め
..に
援
用
し
れ
此
等
兩
章
句
を
权1

一
ぼ
し

て
、
彼

®:
思
惟
す
る
如
く
、

マ
ル
ク
ス
、

工

• ノ
ゲ
ル
ス 

が
ゴ

ゾシ
デ
ラ
ン
を
_
窃
せ
る

も
の
ど
遽
炉
に

論
斷
す 

可
か
ら
ざ
る
所
以
を
說
く
。
日
く

第

六

.號

一
一
五
バ



i

十
九
怨

(

九
ニ
〇

〕

: 2

ハ
霞
歡
宣
言£
剽
織
_

翅

:.

『

1

語
を
*
々
す
る
の
は
北
し
て
貰
ひ
度
い
。
畢
竟
•難

 

.吾
こ
ょ
易
は
無
い
。

一
體
何
處
に
剽
领
は
存
相
す
る
の 

■

る
か
。

マ

ル

た

^

エ
ン
ゲ
ル
ス
烬
マ
ン
シ
デ
？

ン
.か

匕

盔

ん

だS
稱

す

る

：
思

想

，
は

.那
邊
，に
存
在
す
る
の 

‘
で
あ
.る
炉
。
古
代
に
於
け
る
奴
隸
制
度
の
存
在
"
中
世
に 

於
け
る
體
僕
制
度
の
存
在
是
等
の
见
想
が
コ
ン
シ
デ
ラ 

.
シ
が
級
見
し
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
火
ヌ
が
彼
か
ら
取
つ 

^
铸
の
见
想
で
あ
る
^
言
ふ
の
で
あ
る
か
。
チ
ェ
ル
ケ 

ソ
フ
が
兩
宣
言
に
共
通
せ
る
も
の
と
し
て
^
摘

せ

る

總| 

,
て
の
见
想
は
這
個
宣
言
成
立
當
時
旣
に
世
人
周
知
の
：事
一 

實
で
あ
つ
て
當
時
に
於
け
る
各
满
の
文
献
中
に
明
か
に
'一
 

表
明
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
を
發
觅
す
る
こ
^
が
出
來
る
。

コ
ゾ

シ
デ
ラ
ン

獨
自
の
も
の
？
し
て
は
精
々
彼
が
此
事 

實〜

提
示
し
、
且
つ
相
a
に

關

述

せ

し

め

^

特
殊
の
方 

法
位
の
も
の
で
あ
る
。
而
も
亦
此
»
に
於
い
て
マ
ル
ク 

ス
、

エ
ン
ゲ
ル
：ス
ビ
-區
別
せ
ら
る
る
の
で
あ
る
o 
•
•
: 

沂
く
し
て
彼
の
出
發
點
；で
：あ
る
暴
力
說
の
如
き
は
徹
頭

第
六
挪
一
一
六

徹
嚴
非
マ
ル
タ
ス
的
で
あ
b
加

之

極

め

て

^

俗
の
も
の 

で
あ
¥
而
も
其
は
古
代
及
封
建
社
會
の
甚
礎
を
戰
#
及 

ir
:
.
.
R
..に
荀
め
、

決

し.て

特

殊

の

，
生

t>
*
法
に
冗
め
ん 

と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
チ
ェ
斤
ケ
ソ
フ
が
共
產
黨
宣 

ぃ
言
の
叙
述
を
如
何
に
見
當
違
ひ
の
も
の
ど
對
立
せ
し
め 

た
か
を
示
す
に
は1

例
丈
で
充
分
で
あ
る
C

ソ

:
.
K

は
謂
ふ
 

,

『

階
級
闘
爭
！
經
濟
的
危
機
！
之
は
社
會
民
主
黧
員 

こ
依
れ
ば
.マ
ル
ク
ス
、

工
ン
ゲ
ぐ
ス
の
最
大
の
發
見
で 

あ
る
。
：
»
て
吾
人
は
此
問
題
に
就
て
彼
等
の
コ
ー
ラ
ン 

が

果

し

て

何

と

言

つ

‘て

ゐ

る

か

を

檢

討

し

て

兒

度

い

ミ 

:
思
ふ』

" 

、

:
マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
グ
ル
ス
C

A

M

W

(

版
三
5

 )

'■
:■『

過
去
數
十
年
此
方H

業
及
び
商
業
の
歷
史
は
近
代
P
,

, 

.
の
生
產
關
係
に
對
す
る
、
ブ
ル
ジ
ョ
フ
ジ
ィ
及
彼
等
の
支 

E
の
.存
立
倏
件
代
る
所
有
關
係
に
對
す
る
、
近
代
の
生 

ff
i
力
の
叛
逆
の
歴
史
に
他
な
ら
ぬ
の
で
あ
る』

グ
イ
：ク
ト
ル
•
コ
ン
シ
デ
ラ
ン
：二

七一

.
一
.，
九

，
一
：
八

H)

. 

—

，

『

ブ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
及
び
贫
網
の
急
激
な
る
發
肢
の
影 

響
ビ
新
封
建
制
度
の
影
響
が
未
だ
.倚
ほ
.雄
命
的
精
神 

の
%
_

せ

る

現

代

祉

會

の

«
屮

に

隞

ら

；し
ft
る
此
思
想 

(

雄
命
的
共
產
主
義)

(1
勞
働
者
：の
間
に
漸
次
®
つ
て
行 

く
。：，®
.有
財
產
を
撤
廢
せ
：よ
!

財
產
所
有
者
を
倒
せ
! 

人
に
依
る
撥
取
を
掀
廢
せ
よ
！
相
續
權
を
廢
止
せ
よ
! 

地
上
は
德
て
の
者
に
ー

.

(

是
等
の
形
式
は
飢
餓
ぞ
赤
貧 

と
に
泣
け
る
大
衆
に
取
つ
ポ
は
、

極
め
て
軍
純
な
も
の 

で
あ
つ
て
、
彼
等
に
容
易
に
理
會
せ
ら
る
る
の
で
あ
る 

云
々
.
：)1

チ
ズ
ル
ケ
ン
フ
の
コ
ゾ

シ
デ
ラ
ン
か
ら
の
ぢ
用
は
®
 

■
だ
不
充
分
の
も
の
で
あ
る
-:
0

括

弧

の

中

の

章

句

が

缺

け
 

て
ゐ
る
。
そ
れ
故
に
、
外
見
上
は
> 
コ
ン
シ
デ
ラ
ン
自 

#

が
革
命
的
共
產
主
義
Q
1P
1
念

を

雛

®

し

だ

か

に

見

え 

る
、
が
併
し
其
實n 

v
i/
vフ
ラ
ン
は
之
，を
征
服
す
る
れ 

)

韩

十

九

卷

，

C

九
ニ 

一〕

«=
3共
商
鐵
宣
苢
£剽
竊
問
題
.

め
に
論
及
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

受
で
も
チ

.
ル
ケ
ソ
フ
はr

v

ン
シ
デ
ラ
■ン
及
マ
八
ク 

ス
、

ユ
ン
グ
ル
ス
の
M
想
的
符
合
を
故
意
に
附
會
せ
ん 

,れ
め
に
*>
直
接
コ
ン
シ
デ
ラ
ン
を
僞
造
し
れ
の
で
あ
る
。 

j

而
も
之
れ
す
ら
も
大
し
た
役
に
は
立
て
ゐ
な
い
。
此
僞 

造
の
引
用
が
，

T

共
產
黨
宣
言』

か
ら
の
引
用
S
同 

一
M 

想
を
表
明
.せ
る
も
の
ビ
假
.定

す

れ

ば

、
成
程
其
處
に 

M
想
.的
窃
盜
が
存
在
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
惟
ふ
に
一 

八
四
七
年
代
に
於
い
て
工
業

中
心
地
に
於
け
る

ブ
ロ
レ 

I

タ
リ
ァ
の
謀
叛
が
急
速
に
發
達
し
、
狀
產
+

_

思

想

の
 

|

傅
播
を
有
利
な
ら
し
め
た
事
を
世
人
が
知
ら
な
か
つ
れ 

| 

.

.
で
あ
ら
ぅ
か
。
此
れ
♦か
實
際
に
於
い
て
、
吾
人
が
2
を 

一
It
明
す
る
れ
め
に
態
々
コ
ン
シ
デ
ラ
ン
か
ら
盜
ま
ね
は 

な
ら
な
か
つ
れ
见
想
で
あ
つ
た
の
か
。
兩
宣
言
が
同
ニ 

事

を
表
明
し
た
と
て
吾

人

は

，
之

を
し
も
剽
窃w

云
ふ
事 

:

は
出
來
な
い
。
否

寧

ろ

そ

れ

は

"
同

一の
、

一
般
的
に 

'
周
知
.の
事
實
を
同
樣
に
確
®
せ
し
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ 

,
 

第
六
號

一
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笫
十
九
溶
：

(

九
ニ11) 

s

i
賽

寒

2
翅
：

所
が
此
等
宣
言
は
決
し
て
杂
く
の
同
I

W
を
表
⑴
し 

て
は
0

な
い
.の
で
ぁ
る
0

兩
者
が
同
1
思
想
を
表
明
し 

t

ゐ
る
事
を
考
ベ
る
に
は
勢
ひ『

典
產
黨
宣
言』

め
所
謂
:'
:
 

「

生
產
カ
の
叛
逆」

を

X
業
勞
働
者
の
叛
逆
.の
意
に
解
せ 

ざ
る
可
か
ら
ざ
る
事V」

な
る
。
然
る
に
引
用
の
前
後
關 

系
は〕

決
し
で
此
辦
を
許
^
な
い
の
で
あ
る
。
韋
41
に
•補
一 

上
*:
,
'
;
.
:.
:

:—

;:
'

.

.

『

斯
く
も
偉
大
な
る
生
產
及
び
交
辑
丰
段
を
鹰
法
を 

も
て
喚
起
せ
し

，グ
ル
ク
,
ソ
生
嵌
及
交
通
關
係
、

フ
一 

ル
ジ
ョ
ソ
的
所
有
關
係
、
及
び
近
代
の
ブ
ル
ジ
H
ソ
社 

會
は
今
や
拾
も
、
呪
文
を
唱
へ
て
"
ら
喚
び
起
ぜ
し
諮
一 

々
0:
下
界
の
力
を
最
堺
征
機
す
る
力
な
き
魔
法
使
に
均 

し
い』

：
ン
：
 

- 

之
に
前
骷
の
甯
句
が
續
く
"

『

過
去
數
十
年
此
方
工
業
及
び
商
槳
の
r

IL
は
近
代 

の
生
產
關
係
に
對
す
る
、
ブ
ル
ジ
デ
ジ
イ
及
彼
等
の
支

笫六號一マ八 

配
の
存
立
條
件
た
る
所
有
關
係
に
對
す
る
"
近
代
の
生 

產
力
の
叛
逆
の
歷
史
に
他
な
ら
ぬ
の
で
ぁ
る』

此
章
句
の
後「

共
產
鐵
宣
言」

は
毋
に
語
を
繼
い
で

一
謂
ふ 

]

『

菩
人
は
其
證

徵

€
し

て

、

-5
L

®
が
に
*̂

&
ib
£

し 

て
、
>

-

ブ\

ジ
ョ
フ

社
會
の
存
立
を
嚇
か
す
か
の
商
業
恐 

s
^-
擧
ぐ
れ
ば
见
る
。
商
業
恐
®

に

於

い

て

£

に
產 

出
さ
れ
つ
、
ふ
る

生
產
物
の
み
な
ら
ず
、
旣
じ
齑
辻
せ 

ら
れ
た
る
生
産
物
の
一
大
部
分
が
十
中
八
九
*
潰
せ
ら

.
 

れ
て
仕
舞
ふ
。

是
等
恐
®
に
於
い
て
"
從
來
ー
個
の
沒 

tl
と
見
え
る
が
如
き1

個
の
社
會
的
疫
«

|

過
剩
生 

產
の
疫
規
が
發
生
す
る』

1

^

人
は
愛
^

マX

ク
ス
、

工
ン
ゲ
が
ス
の
历
評
_
@* 

有
關
係
に
對
す
る
近
代
生
避
力
の
叛
逆」

が
コ
ン
シ
テ 

.ラ
ン
の
所
謂
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
財
鹿
に
對
す
ろ
ブ
ロ
レ
タ 

リ
ア
の
叛
逆
i
何
等
共
a

す
る
も
の
を
有
し
な
い
事
を 

"S
め
る
。
從
て
是
等
爾
章
句
を
對
照
し
て
、
共
產
a

宣

言
の
忠
想
を
以
て
、

ロ
ン
シ
デ
ラ
ン
の
M

想
の
大
膽
な 

る
窃
盗
ど
：認
む
る
斟
は
正
し
ぐ
狂
氣
の
沙
汰
と
言
ふ
可
:'

き
で
あ
る』

。(

独
三〕 

.

カ
ウ
ケ
キ
ィ
は
K

に
チ
^
ル
ケ
ソ
フ
の
^

®
に
左
-̂ 

せ
る
ラ
ブ
リ
オ
ラ
に
對
し
て
論
鋒
を
向
け
て
ゐ
る
彼 

は
ラ
，フ
9

オ
ラ
が
自
己
の
考
證
の
不
周
到
、
不
用
意
の 

た
め
に
、
チ
-
ル
ケ
ソ
フ
の
見
解
を
擁
諧
す
る
に
到
れ
る 

輕
擧
を
難
詰
し
て
ゐ
る
。
.

彼
は
謂
ふ
..

.

『

ラ
ブ
リ
オ
ラ
惟
へ

ら

く

、贫
困
說
、
資
本
集
中
說
は
マ 

ル
ク

ス
に
先
て
夙
に
社
看
主
義
的

批
評
家
に

依
つ
て
一 

般
.的
■に
使
用
せ
•ら
れ
：て
ゐ
.たV

J
。..

併
し
乍
ら
彼
は
這
個 

へ：批
評
0
,立
場
、
並
之
に
.對
ず
る
民
主
主
義
宣
言
の
關
係 

に
就
い
て
何
等
知
悉
す
る
所
が
：な
い
。
其
れ
に
も
不
拘
"
 

彼
は
斷
乎
ど
し
て
自
&'
の
判
定
を
下
し
て
ゐ
る
。
若
し 

彼
に
し
で
，今
少
し
く
同
時
代
め
他
の
社
會
主
義
者
を1

 

敝2

す
る
の
勞
を
惜
ま
ざ
A

せ
ば

”

事

實

上彼
は
、
這
ft 

へ.7

':.
:

;:':

笫

十

允

卷

(

九1
1
3
)

；，
：異
淹
激
.宣
言
，£
剽
竊
問
題

，
の
思
想
が
旣
に
廣
く
行

.

ば
れ
て
ゐ
れ
事
を
：發
見
じ
れ
で 

あ
ら
ぅ
。
當
時
の
社
會
主
義
者
は
悉
く
是
等
の
见
想
に 

通
曉
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る

o

例
之
か
の\
ィ
'
フ
ラ
ン
の 

.

如
き
は
一
八
三
九
铝
其
著
■『

勞
働
の
組
織』
に
於
い
て 

次
の
如
ぐ
言
え
り
。

『

無
制
限
.の
競
爭
の
支
配
下
に
立
つ

ズ

は
、
賃
銀
の
不 

斷
の
下
落
は
必
然
的
に
一
個
の
ー
般
的
事
實
で
あ
つ
て 

何
等
例
外
的
の
も
の
で
は
な
い
？
の
事
實
を
觀
取
し
得 

ざ
る
程
の
窗
0
 
者 

t

 

£

i

sA7
°
?̂
?r
l

l
JI 

『

極
端
な
る
貧
窮
、
家
族
の
潰
敗
は
競
^
の
結
果
で
あ 

る』
(

同
書
-
!ハ
O

S
 

カ
ク
ツ
キ
ィ
は
謂
ふ

f

菩
人
は
チ
ェ
ル
ケ
ソ
フ
及
び
ラ
.ブ
リ
オ
ラ
，かn

ン
シ 

デ
ラ
ン
の「

宣
言」

を
以
て
共
產
黨
宣
言
の
见
想
の
秘
密 

の
種
本
ど
認
め
れ
の
は
正
し
く
鈍
乎
た
る
偶
然
で
あ
る 

事
を
知
る
。
同
#

に
彼
等
は
：.這
個
ル
ィ
®
/
ラ
ン
の
著 

"

«
若
く
は
當
時
の
他
の
社
會
主
義
考
の
著
作
に
於
て

ぢ

第
-

1ハ
號 

一
二
九

.
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ニ
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龄
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J

 

C

九
ニ
四)

S

ハ
跑
靈

S

剽

竊

間

翅

_

l

l

r

n

l

 

ば

;:
,

.
ク
ス
及
び
エX

ゲ
ル
ス
が
、
I

I

I

以

•
產

黨

宣

言

於

ぃ

て
、

f

 

f

 

S
義
U

 

て
十
九
s

s

i

は

初

ま

れ

る

も

の

ビ

主

張

す

る

け

る

ょ

り

も

一

入

深

刻

に

現

は

れ

て

ゐ

る

,

i

 

5

く

警

馨

I

I

か

醫

だ

爹

。
併
し
乍
ら

'

而
し
て

I

I

.

E

タ

リ

ア

の

階

級

は
k

u

 

シ
デ
ラ
シ
を
I

せ
し
も
の
I

る
I

張
す
る
も
の
せ
し
こ

I

 
一I

I

す
る
の
1

る

パ

; ?
7
 

は
當
時
の
他
S

翁
、S

者
中
唯
だ

コ
ン

名
し
か
知
ら
な
い
で
ゐ
る
者
I

で
あ
I

。
蓋
し
共
：|

の
t

ら
す
、

コ
v

r
ア
ラ
ン
のi

■

•

I

I

?
 

ノ
ノ 

5

V

I
言
S

A

す
I

想
-

級
鬪
举
は
.最
も
嫌
惡
す
可
歲
過
で
あ
る
|

め

i
 

|

鲁
ヵ
コ
ン
シ
テ
フ
V

f

-B
パ
M

ヲ

'̂
.望

ぶ

。
勿
命
I

鬪
S

事
實
：
5

 
^
シ
デ
ラ
ン
及
彼
の 

.
:は
又
當
時
の
他
の
社
會
憲
？

も
共
通
せ
る
も
の
て
ナ
勿

i

t

乙 

.

!

あ
る
t

l

气
 

」
：

藻

の

熟

知

f

 
?

あ
つ
g

れ
f

 

I

は
f

「

I

I

說
、
資
本
集
中
：p

l

s

s

主義階級

I

が
如
？

し
て
が
濟
^

f

M
 

(

者
の
認
む
る
所
で
t

、
，而
し
.て
彼
等
社
會
寵
考
が
成
按

^
 ̂

T

し
て
新
社
會
穿
り
ァ
も

f

力 

核
て
波

.の
社
會
義
を
資
本
家
的
生
產
方
法
の
經
濟
的
を
觀
取
し
な
が
つ
れ
の
で
あ
る
彼
等
は
-
丨
フ
ロ 

傾
向
の
.上
I

い
2

す
れ
ば
i

る
所
"

S

黨

宣
タ
リ
ア
を
信
賴
し
な
か
つ
た
。
そ
し
て
プ
こ
タ
リ
ア

言
の
I

の
功
績
は
果
し
て
服
邊
に
存
在
す
る
の
1

が
獨
力
で
自
己
を
解
放
す
可
4

を
不
可
能
事 

:V
0
;

:

.

. 

れ
。(

そ
れ
故〕

彼
等
は
總
て
の
温
情
的
精
刺
^
紳

‘へ
れ

る
t力-

:而

む

て

此

等

の

温

情

的

精)*
は
纏
て
結
合
し
て
以

て
ブ
:-
■
. 

ロ
レ
タ
リ
ア
を
解
放
す
可
き
も
の
ミ
考
へ
^
。
彼
等
が 

ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
增
大
す
る
贫
窮
を
指
摘
せ
し
は
、
奪 

ら
ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
分
子
の
同
情
を
.
_
起

，
す

る
爲
で
め
つ
た
。 

.隨

て

彼

等

は

增

大

す

る

貧

窮

の
継

:®
特
に
、
無
產
階
級

. 

.の
增
大
す
る
隨
落
に
注
意
を
向
け
た
の
で
あ
る
。

マ
ル 

ク
ス
、

工
ン
ゲ
ダ
ス
に
到
て
始
め
て
增
大
す
る
貧
窮
の 

裡
に
、
贫
窮
に
對
す
る
®
大
す
る
_
爭
を
認
め
、
此
闘 

#

の
裡
に
、
自
己
解
放
手
段
ビ
し
て
の
勞
働
階
級
の
向

：
 

進
的
叛
逆
を
認
め
れ
。
愛
に
於
い
て
贫
窮
說
は
全
く
面 

目
を
ー
新
し
た
の
で
あ
る
。
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
を
抑
®
せ 

ん
と
す
る
資
本
の
不
斷
の
努
力
^
金
く
同
樣
に 
> 
自
己
：：
 

を
高
め
ん
^
す
る
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
不
i -
の
努
力
は
必 

然
的
の
も
の
で

あ

る
;0
斯

る

敵

對

的

傾

向

は

種々
の
形 

態
を
採
り
、
f
f
l々
の
結
果
を
招
致
す
る
に
到
る
。

:

: 

遮
莫
菩
人
は
到
處
に
於
い
て
、
階
級
對

立

の

不

斷

の成 

'M
長
、
.階
級
闘

爭
の
不
斷
の
深
化
を
認
め
る
。
而
し
て
是 

-
;
.第
4-九

卷

(

か
一
一
S
 

1典
鹿
黧
宣
官

』

剽
竊
刖
題
：

等
の
も
0
は
、
結
局
資
本
に
對
す
る
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
の 

へ
決
戰
に
導
か
ね
ば
止
ま
な
い
。

.

此
れ
一
般
社
會
主
義
者
.の
ブ
ロ
レ
ク
リ
ア
貧
窮
說
に 

關
す
る
新
し
き
、

マ
ル
ク
ス
的
見
解
で
め
る
。
此
見
解 

’は
：旣

に「

共
產
黨
宣
言」

に
包
含
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
尤 

.も
該
宣
言
に
於
い
て
は
、
赏
時
の
一
般
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア 

の
狀
態
ノ
及
び
一
般
社
會
主
義
的
見
解
に
即
し
て
"
貧 

窮
に
身
す
る
ブ
ロ
レ
タ

y

ア
の
增
大
す
る
叛
逆
、
貧
窮 

へ
の
沒
落
が
マ
ル
ク
ス
‘

ェ
ン
ゲ
ル
ス
後
年
の
著
作
に 

於
け
る
よ
り
も
著
し
く
强
調
せ
，ら
れ
て
は
ゐ
る
が
、
兎 

も
角
這
個
の
見
解
が「

共
產
黨
宣
言」

に
包
含
せ
ら
れ 

:

て
ゐ
る
事
は
拒
む
I

ど
は
出
來
な
い
。
貧
窮
、
資
本
集
中 

小
企
業
の
沒
落
に
對
す
る
資
本
主
義
的
傾
向
は
、

マ
ル

ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
に
於
け
る
ビ
、

コ
ン
シ
デ
ラ
ン
並

四
十
年
代
の
社
會
主
義
者
に
於
け
る
€
は
自
ら
別
個
の 

役
割
を
演
じ
て
ゐ
る
。
後
者
^
於
い
て
は
、
斯
る
傾
向 

の
顯
著W

な
る
事
は
：、
本
質
的
に
煽
動
的
目
的
に
資
す

;

第
六
號 

ー
ニ
ー



(

九
ニ
六)

『

共
歲
宣
言
£
剽
竊
間
®

る
所
以
で
.あ
る
，
を
れ
は
有
產
階
級
の
感
情
を
刺
激
す 

る
。
彼
等
は
現
行
社
會
に
於
け
る
S
家
の
地
位
の
如
何 

じ
不
安
で
あ
る
か
を
認
め
る
に
到
る
。
即
ち
彼
等
の
大 

資
本
は
沒
落
に
依
つ
て
威
嚇
^
れ
^

死
物
狂
の
民
衆
の 

叛
逆
に
侬
て
威
嚇
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
を
認
め
る
。
ブ
ル 

ジ

ョ
7
ジ
づ
が
之
を
囘
避
す
る
の
道
は
啦
だ
祉
會
主
義 

に
移
る
事
に
侬
て
の
み
可
能
で
あ
る
ぐ
し
。

マ
グ
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
於
い

.
て
は
、
之
ビ
全
然 

別
個
5
役
割
を
演
じ
て
ゐ
.る
。
彼
^

に
在
つ
て
は
"
ブ 

口
レ
タ
タ
ア
革
命
は
、
決
し
.て
恐
怖
に
'刺
激
を
與
ふ
可j 

き
2

來
事
で
は
な
い
、
そ
れ
は
«
等
の
最
善
の
希
留
で
一
 

あ
る
。
彼
等
は
有
淹
階
級
を
問
題
ミ
し
な
い
。
彼

等

は： 

序
銜
造
級
の
恐
怖
に
も
"
同
情
に
も
期
待
を
置
が
な
い
。
 

資
本
集
中
は
彼
等
に
在
て
重
要
で
あ
るc

蓋
し
彼
等
は 

Jt
-
事
賞
の
裡
に
こ
そ
、
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
に
依
て
創
造
せ 

ら
：る
可
き
新
®f
c
會
の
經
濟
的
要
素
の
建
設
を
認
め
る
。

:!
'
這
®
の
要
素
は
純
粹
理
性
か
ら
_創
造
せ
ら
れ
、
發
明
せ

ヵ
ー
ク
ッ
キ
ィ
は
E
に
語
を
繼

い
で
謂
ふ 

ベ
.:
;,;『

潘
し「

マ\

ク
ス—

ェ“

ゲ
ル:

ス
ー
が
：：

「

共

產

黨

宣

言」

,:
;
; 

に
於
い
て
コ
ン
シ
デ
ラ
ン
の
宣
言
を
剽
窃
し
れ
り
と
せ 

ば
、
,不
尙
取
該
宣
言
の
根
本
思
想
も
亦
コ
ン
.シ
デ
ラ
ン 

0:
宣
言
中
に
含
ま
せ
ら
る
可
き
道
理
で
あ
る
。
■然
る
に 

,:
;
實
際
に
於
'い
て
は
、

コ
ン
シ
‘デ
ラ
シ
.の
宣
言
は
四
十
年 

:、代
の
社
會
主
義
を
共
產
黨
，宣
言
炉
ら
截
然
區
別
す
可
き 

總
て
の
見
解
を
含
ん
で
ゐ
る
.

』

。
ビ
。

愛
に
^
い
て
ヵ
ク
ッ
キ
ィ
はn

ン
シ
デ
ラ
ン

•の

『

社 

-會
堪
命
論』

を
引
用
し
て
"
マ
ル
ク
ス
丨
工
ン
ゲ

\

ス
 

の
を
れ
C
如
何
に
大
な
る
逕
庭
の
其
間
^
存
在
す
る
か

:

.を
關
明
す
る
。

.

.

,n

ン
シ
デ
ラ
ン
は
前
記
著
作
に
於
い
て
、
貧
窮
說
ノ 

.
資
本
集
中
說
を
展
開
し
た
る
後
，
十
節
に
於
い
て
社
會 

-

.革
命
に
就
い
て
論
及
を
試
み
：た
b
。
日
く 

.

『

吾
人
は
欺
瞞
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。斯
る
事
態
が
® 

し
永
» (
し
、
發
達
す
る
に
於
い
て
は
®
に
危
險
千
興
と 

:
笫
I*
九

卷

(

i

一七

)

^
ハ
雎
激
宣
言
卜
劇
竊
問
題
;-
;

0
.
S 

ニ
三 

ら
る
可
き
も
の
に
非
ら
.ず
し
て
、
0

S

棚
に
發
見
せ 

i

n
、
看
汉
せ
ら
る
可
き
も
の
で
あ
る
。

資
本
集
中
、
大
衆
の
貧
窮
は
マ
ル
ク
ス
"

エ
ン
ゲ
ル

ス
♦か

、

之
^

依
$
社
會
進
化
の
ド
必
然
的
目
榜
並
手
&

を 

導
き
出
し
れ
現
象
で
あ
る
。
彼
等
は
•フ
ロ
レ
タ
リ 

自
覺
を
促

し
"

經
濟
的
進
化
に
依
て
ブ

ロ
レ
タ
リ
ア
に 

龙
起
せ
ら
れ
し
任
務
を
自
覺
せ
し
む
る
事
を
以
て
自
家 

の
霧
ど
考
へ
れ
の
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
、『

共
產
鐵 

宣
言』

成
立
當

時
の
他

の
社
會
主
義
者
の
見
解
に
依
れ 

一
ば
、
貧
窮
の
增
大
、
小
企
業
の
沒
落
は
"
有
爺
階
級
の 

恐

怖

高

情
I

喚
®
1

に
S

し
I

象
で
あ
つ 

て
、
街
產
階
級
は
之
あ
る
に
依
て
社
會
主
義
に
好
感
を 

抱

き

、

か
く
し
て
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
を
未
然
に
防
ぐ 

の
で
、
，

Q
る
と
。

此
事
實
こ
そ
は
、「

共
產
黨
宣
言」

の
諸
見
解
€

當
時 

の
•他

の

社會
主
義
學
說
e
の
間
に
存
す
る
、

大
な
る
根

本
的
相
違
で
あ
る』
ハ
註
四)

謂

ふ

可
き
で

あ

る

。

佛
_

西

國

民

は

、

愛

蘭

英

蘭

に

於 

け

る

都

市

及

平

原

の

勞

働

階

級

の

轍

を

踏ん
で

、

1

 

に

陷

る

事

が

あ

つ

て

は

な

ら

な

い

。

：

我

國

に

於

け 

る

勞

働

階

級

が

斯

程

度

の

反

抗

ど

敵

意

ご?:
抱

く

に

到 

る

迄

に

は

尙

十

の

革

命

を

經

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

若
し
も
、エ
業
的
封
建
制
度
が
全
歐
洲
を
席

捲

し

，て

、

へ
社
會
戰
带
の
大
な
る
叫
が
、「

罾
働
に
甘
じ
て
生
き
る
か 

戰
ふ
て
死
す
る
か」

«
て
は
、
if
數
の
近
代 

的
奴
隸
の
鮮
を
蜂
起
せ
し
む
る
に
到
ら
ば
*
果
し
て
、文 

:

明
'
政
府
、
上
層
階
級
の
成
行
は
如
何
に
。

今

や

政

府

の

賢

明

、
聰

明

にし

て

自

由

な

る

ブ
yK
ジ
ョ 

ヮ

ジ

ィ

及

科

學

が

機

を

逸

せ

ず

"

覺

醒

す

る

で

な

け

れ 

ば

歐

洲

社

*

を

震

駭

せ

し

む

る

述

動

は

直

接

社

會

革

命 

に

趨
き
、
菩

人

亦

歐

洲

の

內

亂

に

遭

逢

す

可

き

は

火

を

.睹
る
よ
-

C
V

も
明
か
で
.あ
る
'。

•
.

.

.

.*

.

.

.:

 
:

 
•

……

:

:
 

: 

:而

ら

ば

眞
1£
の

保

守

主

義

者

、
：
聰

明 

に

し

て

露

眼

の

保

守

主

義

：者

と

は

何

人

で

あ

る

か

。

宜

第六號ニ
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第
十
t
卷

(

九
.ニ
八〕

：：
^
哄
淹
徽
宣
言.
£剽
竊
問
題
：

し
く
！
治
上
、
社
會
上
の
權
カ
者
は
時
局
に
通
曉
し
以 

て
、
a

f

救
濟
し
、
誤
解
さ
s

«

利
並
に
利
益
に 

滿
足
を
與
え
、
か
く
て
社
龠
の
安
全
尨
る
平
和
的
進
化 

を
可
能
な
ら
し
む

る

こ

€

を
希
望
し
て
止
ま
ざ
る
人 

,士
な
.る
：か
。
或
ひ
は
自
家
の
述
命
に
安
じ
て
、
社
會
圓 

.體
の
甚
し
き
0

0

を
硏
究
す
る
を
畏
れ
、
か
く
て
斯
事 

に
た
づ
さ
は
る
の
要
な
き
も
の
と
思
惟
す
る
人
士
な
る 

か
0;
:
總
て
を
破
*

す
る
嵐
を
鎭
め
る
人
士
こ
そ
茁
に
®* 

人
^

は
な
い
か』

。S

-5
.

夾
節
に
於
い
て
更
に
^
ふ

:

『

吾
々
て
.そ
は
、
聰
明
に
し
て
先
}1
の
明
あ
る
保
守
主
，
 

:
.
p

者
で
あ
る
。
吾
々
乙
そ
:1
^

上
流
,中
流
階
級
の
見
識 

M
:あ
：ケ

人

間

で

あK

Ml
て
の
階
級
虫
最
も
温
情
.に
富
め 

る
人
間
で
あ
る
。
旣

^

五
十
年
間
の
：革
命
に
虐
な
ま
れ 

し
現
行
の
我
社
會
は
今
や
危
糊
に
« '

し
て
ゐ
る
。
而
し 

:

て
此
風
を
免
れ
ん

V」

欲
せ
ば

M

し
く
之
が
愼
重
の
硏
究 

と
、.
1
急
の
救
冶
策

S

を
®

す』

ベ
结

G

笫

六

號

一

ニ
四

珍
奇
な
る
階
級
闘
爭
論
ビ
雷
ふ
可
き
で
あ
る
。

コ
ン
シ
デ
ラ
ジ
は
次
章
に
於
い
て
社
會
問
題
解
決
の 

二
法
を
硏
究
し
て
ゐ
る
。
其

一
つ
は
共

產

、王

義

即

ち

、

欧
年
來
佛
蘭
®
、
英
國
、
白
»
義
、
瑞
西
、
獨
巡
に
傅 

■J
f
せ
ら
れ
て
ゐ
る
思
想
で
あ
る 

' 此
思
想
は
プ
衆
を
霞 

惑
し
、
煽
動
し
て
ゐ
る
。

コ
ン
シ
、デ
ラ
ン
日
く 

『

此
解
決
策
は
、
其
本
質
に
於
い
て
消
極
的
で
f

,

 

且
つ
®
命
的
で
あ
つ
：て
、
資
本
の
社
會
的
闕
入
及
腮
政 

的
支
配
に
對
す
る一

個
の
.反
動
に
過
ぎ
な
い
。
共
產
主 

義
；は

貨

幣

と

財

產

€
が

其

疋

規

の

權

利

を

享

く

可

き

事 

情
の
下
に
於
い
て
は
到
底
成
立
し
な
い
で
あ
ら
.5
。
而 

し
て
何
等
獨
自
の
長
所
を
有
^
な
い
で
あ
ら
ぅ1

(

独
七
リ 

次
節
い
い
於
い
て
コ
ン
シ
デ
ラ
ン
は
當
時
の
狀
態
ビ
一 

七
八
九
华
の
狀
態
艺
を
比
較
し
て
謂
ふ 

^

『

此
兩
事
態
及
.兩
：時

代

は

佥

く

酷

似

し

て

ゐ

る

"
共
に 

:.
•
最
も
焦
肩
の
間
題
を
蔑
視
し
、
共
に
國
民
の
運
動
及
其 

意
義
に
'關

し

て

は

無

智

で.あ
b

y
典
に
事
態
に
肓
目
て

あ
0
.た
0併
し
'乍
ら
幸
に
も
今
日
に
在
つ
て
は
ブ
火
ジ
ョ 

ッ

，
ジ

ィ

は

多

»

で
あ
り
、
，彼
等
の
悟
性
は
覺
ff
i
し
て
ゐ 

る
。
勞
働
階
級
の
物
質
的
、
遨
徳
的
慘
狀
並
之
を
救
濟 

.す
可
.き
.必
要
^
對
す
る
感
情
か
.ブ

^
、シ
ョ
ヮ
'シ
■ィ
に
：現 

は
れ
て
來
た
。
社
俞
的
慈
善
が
彼
等
の
身
に
.浸
锨
し
、
 

彼
等
を
鼓
舞
し
た
。
加
之
ブ
ル
ジ
ョ
.ヮ
階
級
は
、
產
業 

la
織
に
於
け
る
保
隨
を
與
え
る
こ
と
、
財
政
的
貴
族
主 

義
の
跋
«.
跳
梁
.に

對

す

名

抵

抗

に

關

し

"

ブ
ロ
レ
タ
ジ 

ア
€
其
利
害
を
均
ふ
す
る
こ
ど
を
觀
取
す
る
^

到
つ 

れ』

。C

陇
八
V

:

_

.
恍
し
乍
、
社
會
問
題
©
解

決

ゆ

決

し

て

共

產

主

_

即 

ち
純
乎
れ
る
消
極
的
、
::
:
革
命
的
、
.非
社
會
的
、
幻
想
的 

手
段
！

2

依
つ
て
成
就
せ
ゐ
る
も
の
で
は
な
い
。
唯

|

の 

汜
當
な
な
解
紙
繁
はC

彼
に
依
れ
ば〕

資
本
、
勞
働
、
才

.
の
三
稂
源
で
あ
^

^
產
業
的
機
構
.の
三
輪
で
あ
社
會 

進
化
の
三
大
本
源
手
段
で
あ
る
。
是
等
を
代
表
す
る
三 

階
紙
は
共
姐
の
利
害
を
保
有
す
る
。
而
し
て
興
任
務
と 

す
る
所
は
、
資
本
家
並
に
國
民
の
爲
に
機
械
を
運
轉
し 

て
、
決
し
て
資
本
家
の
爲
め
に
而
も
國
民
の
利
益
に
逆 
I
.

て
之
を
運
轉
し
な
い
と1.K

ふ
事
に
存
す
る
。
斯
く
て
初 

め
て
諸
階
級
を
結
合
し
て
國
家
の
統
一
を
計
b
、
國
家 

を
結
合
し
て
人
類
の
統1

を
計
る
事
が
出
來
る
の
で
あ

,
™る
.

』
VJ、。(

独
九)

..パ

コ
ン
シ
デ
ラ
ン
の
前
^
罾
作
の
第
こ
部
に
は
ー
典
產 

\

黨
宣
言」

ヒ

同

一

の
&
5想
過
程
が
叙
述
せ
ら
れ
、

I

西
に
於
け
る
各
種
の
政
治
的
"
社
會
的
黨
派
の
批
評
を 

試
み
て
ゐ
る
。
其
處
で
は
、
政
治
的
_

爭
、
革
命
、
共
產 

\

主
義M

、

危
險
な
る
も
の
と
し
て
否
認
せ
ら
れ
、
平
和

泪
バ
调
和
的
に
胳
働
す
可
き
フ
リ
文
主
義
的
組
合
の
創
.的
な
る
組
合
都
設
に
依
る

人
類
ク
.
W
放

r
本
s

^

o
 

設
に
存
す
る
？
日
く
：

.

'
:
と
の
調
和
が
讃
美
せ
ら
れ
セ
ゐ
る』

。
、餅
十)

『

資

本

、
勞

働

及

才

能

は

生

產

の

三

.要

素

で

ぁ

气

富

W

<

Tカ
ク
ッ
キ
ィ
は
梟
の
論
旨
を
8

し
て
日 

旧

：：.：
ぞ

盔

|

'
九)

^
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:

:
铬
十
九
卷
.

(

九
彐
〇)

：
：
異
_

宣
言』

瓢
竊
剛
題':

-
: 

く
.

、

V
:
『

寒
こ
、
這
個
兩
宣
言
*
相
a

に
_
較
對
照
し
、
而
も
：
 

少
く
f
も
當
該
時
代
の
社
#
，主

義

的

文

献

を

識

^
*
る
も 

の
は
、
是
等
兩
宣
言
に
共
a
せ
る
：
も
の
は
唯
單
に
雜 

て
の
^
觀
主
義
に
0
有
な
る
最
も
表
面
的
の
思
想
過
程
へ 

で
あ
れ
、
而
も
是
等
は
®
ll
#
社
'#
主
義
者
の
問
に
論
識 

ビ

ら

れ

而

ぁ

馨

主

S

S

3

向
を
2

に
岐
ク
： 

可
き
總
s

g

&
い
て
、
正
し
く
相
反
i

も
の
な
バ 

る
^
を
W
破

す

る

で

あ

ら

ぅ

。
，民

主

主

義

宣

言

の

多

數 

の
窜
句
ぼ
正
し
く
.

『

共
產
黨
宣
言』

に
對
す
る.

1
個
0 

M

M

Wな
の
■感
さ
へ
*
る
。
.：尤
も
前
潰
^
後
漭
ょ
"
以t: 

前
に
«
が
れ
れ
る
も
の
な
る

が
故
に
，
事
實
然
あ
る
可 

き
こ
S
無
き
は
勿
論
で
あ
る
^
れ
ざ
も
。
今
是
等
兩
者： 

:
の
關
係
を
改
め
れ
ば
、i.

結

局

次

の

如

ズ

看

^

"

事

が

出
. 

來
る
、
即
ち『

共
齑
■

宣
!#』

は

之

に

先つ
て

著
れ
た
民 

,主
主
義
宣
言
に
對
す
るT

個
：の

辯

®

書

を

形

成

す

る

も 

つ
で
あ
る
ビ
。并
し
乍
ら
事
實
上
、『

典
產
1.
宣

言』

は
.菅

第
六
號 

一
二
六

に
、
此

I:

個
®.
民
主
主
義
宣
言
に
對
す
る
辯
®
書
た
る 

の
み
な
ら
ず
亦
之
に
先
ひ
總
て
の
社
會
主
義
文
献
に
對 

す
る
辯
®
書
€
觀
る
事
が
出
來
る
。『

共
產
黨
宣
言』

は 

是
等
の
文
献
を
批
評
し
以
て
是
等
を
超
越
し
、
而
し
て 

社
會
主
義
に一

個
の
新
し
&
甚
礎
を
提
供
し
れ
の
で
あ 

る
。
社
會
主
義
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
階
級
IM
^

の
上
に 

建

：設

せ

し

所

にこ
ぞ
、
光
輝
あ
る
勝
利
は
#

す
る
の
‘で 

あ
る
。
愛
に
於
い
て
、

人
若
し
々
共
產
黨
宣
言
は
コ
ン 

シ
デ
ラ
ン
の
民
主
主
義
宣
言
の
模
寫
な
り
ご
の
結
論
を 

得
ん
と
欲
せ
ば
"
勢
a
"

共
產
黨
宣
言
の
思
想
過
程
を 

I.

極
め
て
皮
相
的
に
i

無
造
作
に
理
會
し
，
且
つ
當
時
の 

j:
社
會
至
義
的
文
献
に
瓦
0

を
箝
す
る
の
他
a

か
る
可
き
ソ 

一—
^

.り』
と

。
.
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一

W
a
u
t
s
k
y
—

a. 

a. 

p
, s. 

7
0
1
-7
0
2
,

，
五

.
以
上
吾
人
は
マ
〃
ク
ス

丨

工
-

ダ
^

ス
の『

典
產
«
 

宣
言』

：
；は
畢
竟
コ
ン
Iン
デ
ー
ス
ン
の『

社

會
主
義
原
^』

の 

巧
妙
な
る
剽
窃
な
b

だ
す
る
チ
-
ル
ケ
ソ
フ
の
見
解
並 

に
之

に
對
す
る
ラ

プ

リ

オ
ラ

及
び
ラ

ム

ゥ

ス
の
賛
成
說 

を
述
べ
、
.
更
に
斯
說
に
對
す
る
マ
ル
ク
ス
派
側
の
代
表 

的
見
*
^
?
.
.
し
て
力
.ウ
.ツ
キ
1ィ
；の
^-
駿
を
俗
會
し
|?
.

1 ,

, 

、人
は
次
ぎ
に
是
等
諸
家
の
所
説
を
論
評
し
俳
せ
て
論
者 

の
所
信
を
論
述
す
る
で
あ
ら
ぅ
。

.

吾
人
の
觀
る
所
に
據
れ
ば
チ
ノ
ル
ケ
ソ
フ
、
ラ
フ
リ
オ 

ラ
及
び
ラ
ム

ク
ス
に
對
す
る
力
ウ
ッ
キ
ィ
の

論
駁
は
大

パ」

；
ベ

第

十

九

卷

(

九
1
1
1
:
ー
：
}::
.

|
«=
3

共
商
激
宣
惠
_
竊
即
題

fl
i

に
於
い
て
吾
人
の
首
肯
し
得
可
き
所
で
あ
6

且
つ
又 

彼
等
の
當
然
甘
受
せ
ざ
る
可
か

ら
ざ
る
所
で
あ
ら
ぅ
。
 

即
ち
吾
人
は
彼
等
の
挑
戰
に
對
す
る
應
答
は
槪
ね
、
力 

ゥ
ツ
キ
ィ
に
依
て
盡
さ
れ

て
ゐ
る
ビ
思
考
す
る
が
故
に 

吾
人
の
論
述
は
堪
に
之
を
補
足
す
る
範
岡
內
に
，.於

い
て 

の
み
必
要
で
る
ど
考
へ
る
。

菩
人
は
敢
て
チ
ル
ヶ
ソ
フ
の
指
摘
す
る
が
如
く
兩
者 

の
部
分
的
章
句
の
相
似
せ
る
秦
賞
を
認
め
る
に
客
か
.̂ 

る
も
の
で
は
な
い
が
、
爲
め
に
此
外
見
的
類
似
に
眩
惑 

せ
ら
れ
て
兩
者
の
間
に
到
底
超
ゆ
る
可
か
ら
ざ
る
恩
想 

的
鴻
渠
の
介
在
す
る
の
事
實
は
之
を
看
過
し
て
は
な
ら

な
い
。

マ
ル
/=
-ノ
ス
V

エ
ン
ゲ
ル
ス
も
コ
ン
、ゾ
デ
ラ
ン
も

:北
ハ
に
階
級
的
社
會
觀
を
懷
拇
せ
る
點
に
於
い
て
興
軌
を 

同
ぅ
せ
る

の
一
事
は
、
確
か
に
チ
ェ
ル
ヶ
ソ
フ
S

C
の 

所
論
の
細
ぐ
な
れ
.

V
」

も
，
而

も

彼

が

カ

ク

ツ

キ

ィ

き

a 

の
指
摘
せ
る
が
如
く1

は
社
會
成
立
S

S
礎
を
特
定
の 

生
產
：方
法
に
覓
め
"

他
成
之
を
.*
力
に
觉
め
し
事
實
に

‘

i
 

m

七
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臂
财
炉
中
し
で
遽
に
マ
ル
ク
ス
ェ
I

V
ヶ
ル
ス
の
雜
猫

を
ロ
に
せ
る
は
.只
管
彼
が
考
證
の
粗
漏
を
示
す
も
の
に
:'
.
; 

外
な
ら
tx
v
の

で

あ

る

:

チ

ぶ

；ヶ
ソ
フ
に
據
れ
ば
、
資
本
主
義
的
社
會
に
於
い 

て
、
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
：地
位
は
物
質
的
に
も
精
_
的
に 

も
、毫
も
改
善
せ
ら
れ
ざ
る
.の
み
か
益
々
貧
窮
、劣
鵾
€ 

ぃ
ぶ
ら
ざ
る
を
将
な
い
ぞ
.言
^
所
靡
貧
窮
歡
R

於
て
も
共 

齑
黨
宣
言
はn

 

i

デ
ラ
ン
の
所
說
を
模
倣
せ
し
も
の 

で
あ
る
€
o

併
し
乍
ら
這
個
の
貧
窮
說
は
決
し
て
コ
.
ン 

シ
デ
ラ
ン
の
創
說
で
も
な
く
、
又
マ
ル
ク
ス
I

エ
ン
ゲ
一 

ル
ス
の
之
を
模
做
せ
し
も
の
で
も
な
い
。
產
業
.革

命

丨
j 

伴
ふH

場H

業
の
徹
せ
し
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
の

數
奇
な
る
一 

越
令
ユ
括
目
せ
し
が
の
は
取
に
社
龠
主
義
者
、
人

道

主

' 

義
者
に
此
ま
ら
す
ブ
ル
ジ

政
論
家
亦
然
レ
で
あ
つ
た
。
か
:0
英

;|
1
に
狀
け
る
ト
ム 

ソ
ン
、

ホ
ジ
ス
キ
シ
、

ブ
レ
ィ
等
の
”
力

ル

ド

派||
會

:
主
；義
の
勃
興
、
救
貧
法
等
0
社
#
的
立
法
其
他
諸
般
の

‘

六

號

：

1八

社
會
的
施
設
は
這
般
の
消
息
を
窺
は
し
む
る
に
足
.る 

1

カ
ゥ
ッ
'キ
ィ
が
採
用
せ
る
が
如
く
火
ィ
％
フ
ラ
X 

の
如
き
夙
に
此
事
實
を
明
確
に
認
識
し
て
ゐ
る
。(

桂
5 

マ
ル
ク
ス
が
一
八
四
四
年『

神
聖
家
族』

に
謂
へ
る
が 

如

く

『

ブ
ル
ー
ド
ン
は
資
本
の
述
動
が
知
何
に
し
て
貧 

.困
を
造
b
出

す
か

を

詳

細

に

，論

證

し

れ

』

S

S
の
で
あ 

る
。
サ
ン
•
シ
モ
ン
亦
此
事
實
に
着

眼
せ
し
事
は
工
ン 

グ
ル
ス
の
言
に
明
か
で
あ
る
。
.即
ち
謂
ふ『

然
し
、
サ 

ン
*.
ン
モ
ン
が
特
に
重
き
を
置
き
、何
者
に
も
增
し
て
、 

第

一

に
興
味
を
持
つ
た
か
は
最
も
多
數
に
し
て
、
最
も 

貧
困
な
る
階
級
の
運
命
で
あ
つ
ft』

.往
2£)

.フ
リH

又
然 

り
で
あ
る
。
斯
の
如
く
彼
等
の
社
#
主
義
は
一
様
に
此 

貧
窮
の
事
實
に
依
：つ
て
喚」

起
せ
ら
れ
れ
る
も
の
で
あ 

V

從
つ
て
彼
等
は
又
此
貧
窮
の
艾
除
を
以
て
自
家
學

說

の

任

務

し

れ

。
 

： 

衣

之

规

之

コ
.イ
シ
ダ
ラ
：ン
の
^

謂

贫

窮

歡

は

彼

を

佚

っ
迄
も
«
く
夙
に
之
等
の
所
謂
空
想
的
社
會
主
_
者
に

ソ
堦
級
に
®
す
る
爲
政
者
、

1
K
V

依
っ
て
唱
導
せ
ら
れ
穴
の
で
あ
っ
，た
。
か
く
て
此
當
時 

の
社
會
主
義
的
文
献
.に
は
斯
種
の
說
は
諸
所
に
之
を
散 

見
す
る
事
が
出
來
る
の
で
*
つ
.て
必
ず
し
も
口 

y
シ
デ 

ラ
ン
の
創
說
で
は
tt
い
.
0
.
,
況

や
マ
^
ク
ヌ
I

ェ
ン
ゲ
ル 

ヌ
は
迤
も
彼
の
說
を
模
寫
せ
し
も
の
で
は
な
い
/『

吾
人 

は
：チ

ェ
ル
ヶ
ソ
フ
及
び
ラ
ブ
リ
オ
ラ
が
> 

yシ
、デ
.ラ
ン

0
,「

宣
言」

？
を

以

て『

共
產
霉
宣
賓』

，.
の

思

想

：.
の

秘

密
 

の
種
本
と
認

め
n
の
は
全
く
純
乎~た
る
偶
然
の
事
で
’あ 

'る
。
同

樣

に

彼

等

は

這

個

：ル
：ィ

>
ブ
ラ
ン「

の
著
書
若
く
：
 

:

•

時
の
他
の
社
會
主
義
者
の
著
作
に
於
い
て
も
均
し
，
 

く

『

共
淹

S

宣
言』

.の
思
想
を
發
見
：す
る
こ
ミ
が
出
來

た
で
あ
ら
ぅ
。
マ
グ
ク
ス
丨
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
コ
ン
シ
デ

ラ
ン
を
劑
窃
せ
し
も
の
で
あ
る
6
主
張
す
る
者
は
當
時 

の
他
の
.社
會
主
義
者
中
唯
だ
コ
ン
シ
デ
ラ
ン
の
名
し
か
.：
 

知
ら
な
：い
者
の
言
で.あ
ら
ぅ
。
蓋
し『

共
產
黨
宣
言』

ぬ 

n

ン
シ
デ
-フ
ン
.の
藉
書
と
に
共
通
す
る
忠
想
は
亦
當
時 

の

他

の

社

會

主

義

者

ビ

も

共

通

せ

；る

も

の

で

あ

る
か
ら 

.

.

I笫

屮

九

狢(

九
三
H
v
. 

/
1T

共
游
滋
宣
，
t』

f;
I
J竊
問
超I

で
あ
.る』

( 独
*!

0
ぞ
の
力
タ
ツ
キ
ィ
の
言
は
吾
人
の
全
く 

首
肯
し
得
る
所
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
吾
人
は|

つ
の
最 

重
要
事
’を
看
過
し
て
は
な
ら
a
い
。
其
れ
は
此
等
社
會 

主
義
者
I

 
a
ン
：:i
t
テ
ラ
V
を
も
含
む_

_
の
貧
窮
說

と
マ
ル
タ
ス—

工
ン
ゲ
ル
ス
の
そ
れ
2
の
間
に
根
本
的 

相
違
の
存

す

る

.
こ

と

で

あ

る

。嘗
て
：マ
ル
ク
ス
は

「

©
學 

の
貧
.困」

に
於
い
て
ブ
,

1
ド
ン
を
評
し
て『

彼
は
貧
困 

の
中
に
貧
困
を
®
め
：る
傭
覺
を
學
び
來
る』

ハ
純
七)

で
謂 

つ
れ
が
此
辭
句
を
以
て
其
儘
前
記
社
會
主
義
者
の
貧
窮 

說
に
當
箝
め
る
*
が
出
來
る
。
即

ち『

彼
等
は
、
何
等 

の
針
畫
が
、
主

€
し
て
社
會
の
最
も
痛
し
き
階
級
尺
る 

勞
働
階
級
の
利
益
を
代
表
す
る
と
い
ふ
.：事

を

知

つ

て

ゐ 

12
0
彼
等
は
ブ
ロ 

V

タ
リ
ァ
を
以
て
社
，會
の
最
も
痛
し 

き
階
級W

考
ベ』

(

独
八
-
に
«

ぎ
な
炉
つ
れ
。
換
言
す
れ 

ば
彼
等
は
一
樣
に
貧
窮
.の
.中

に

舊

社

會

を

颇

へ

す

可

き 

■革
命
的
破
壤
的
要
素
を
觀
取
す
る
こ
ぞ
は
出
來
：な
か
?
 

た

。

之

に

反

し

てマ
ル
ク
ス
丨

H

ン
ゲ

ル
ス

は

贫

窮0

第六激こ一

^
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.
S
ハ，蠢
宣
言

議

窳

問

吗 

中
に
將
來
社
會
實
現
の
要
素
を
認
め
る
。
即
ち
資
本
主 

義
は
啻
に
贫
囷
に
導
く
の
み
な
ら
す
支
其
は
苦
惱
ぜ
も 

^
級
に
？
ブ
ル
ジ
ョ
フ
社
會
の
*
鐵
、
共
產
社
會
の
建 

設
を
許
容
し
、
必
然
的
に
之
を
强
制
す
る
所
の
諸
條
件
：| 

を
與
ふ
る
礙
に
依
て
贫
困
の
廢
Jh
.に
導
く
.と
の
新
學
說
一 

^
1付
犯
し
た
の
で
あ
る
0
^
_九)
此
事
實
は
コ
ン
シ
テ
ラ 

ン
ヒ
初
め
前
記
諸
社
會
虫
義
渚
の
濱
過
せ
し
重
要
な
る

«

で
*.
つ
て
マ
ル
ク
.ス
I

エ
ン
ゲ
ル
スV

J
彼

^

を
截
然

區
別
す
る
a
で

あ

る
.

.

.

.

..

.

.

.資
本
主
義
社
會
に
於
け
.る
自
由
競
爭
の
結
果
大
企
業 

は
漸
BK
小
企
業
を
®
倒
併
薪
し
、
資
本
は
次
第
に
.少
數 

.

.企

業

家

の* :
中

に

集

中

歸

屬

す

る

ミ

の

資

本

集

中

說

に 

m
し
て
も
亦
同
樣
で
あ
る
o
.
.
チ

-
ル
ヶ
ソ
フ
は
斯
說
に 

於
い
：て
も
亦
マ
グ
ク
メ
丨
エ
ン
ゲ
火
ス
は
コ
ン
夕
デ
ラ

シ
を
剽
窃
せ
し
と
說
く
。
而
し
て
ラ
ブ
リ
オ
ラ
も
亦
之 

に
左
祖
す
る
.？
吾
人
は
斯
說
が
コ
ン
r:
h
ラ
.ンs

'

著
會 

に
明
か
に
觀
取
せ
ら
る
る
事
を
否
む
も
の
で
は
な
ぃ
。
..

. 

浓
六
號
ニ
ニ
〇

併
し
乍
吾
人
は
此
說
に
於
，い
て
も
マ
，ル
ク
ス
i

エ
ン
ゲ 

レ
ス
S

コ
ン
；

V

デ
ラ
ン
ぞ
、の
間
に
大
な
る
軒
輊
の
存
す 

るV 3

ミ
をI

I
:

め
ざ
る
を
得
な
い
。

コ'V
シ
デ
ラ
ン
は
一 

方
大
企
業
が
小
企
業
を
滕
倒』

大
資
本
が
小
資
本
を 

并
呑
：.
.
.
ノ
之
.に
伴
ふ
ブ
ロ
レ
タ
リ
ケ
の
增
大
を
如
實
に
报 

寫
し
、
.他
方
人
爲
的
方
法
に
依
て
這
個
趨
勢
を
囘
避
せ

ん
で
欲
し
^

0
之
に
反
し
マ
ル
ク
ス
工
ン
ゲ
ル
ス
は

資
本
集
中
の
中
に
矛
盾
を
©
藏
す
る
事
、
即
ち
資
本
の 

集
中
は
定
期
の
經
濟
的
恐
®
を
招
致
し
て
勢
ひ
資
本
主 

義
經
濟
組
織
の
必
然
的
崩
遨
を
豫
定
し
た
。
0
%

『

共 

へ
產
«

逭
言』

.

.に
|1
0

ふ

『

過
去
數
十
年
此
方H

業
及
び
商
業
の
摩
史
は
近
代 

の
生
產
關
係
に
對
す
る
、

ブ
ル
ジ
ョ
フ
ジ
ィ
及
び
彼
等 

の
支
配
の
存
立
條
件
た
る
所
有
關
係
に
對
す
る
,
近
代 

.

.の
生
.產
カ
の
叛
逆
の
歷
史
に
他
な
ら
ぬ
？
吾
人
は
其
證 

徵
と
しV

定
期
的
に
循
環
し
て
、
各
プ
ル
.'5
?

ョ
ワ
社
會 

の
存
立
を
嚇
か
す
>
炉

の

商

業

恐

«

^

擧

ぐ

れ

ぼ

足

る

商

業
.恐

憐

に

於

い

て

、

菅

に

遗

出

，さ
れ
つ

つ

ぁ

る

生

產 

物
の
.み
な
ら
ず
"
旣
に
.產
出
せ
ら
れ
た
る
生
產
物
の
一 

大
部
分
が
十
中
八
九
破
激
ぜ
ら
れ
て
仕
舞
ふ
。
是
等
恐 

慌L
1

於
い
て
、
從
來
ー
個
の
沒
理
ヒ
退
え
し

一

，
個

の
®:
:
一 

會
的
疫
規
|

過
剩
生
產
の
@|
瘸
が
發
生
す
る
。
：
：
.| 

.社
會
Iの
使
用
に
供
せ
ら—

る
可
き
生
：產
カ
が
最

早

ブ

ゲ
ー 

■ジ

a
,フ
的
財
爺
關
係
の
促
進
に
役
立
た
無
く
な
づ
た
の 

だ
。之
に
反
し
て
此
關
係
に
取
で
餘
り
に
有
力
^
f

， 

之
に
依
て
妨
害
せ
ら
る
る
に
到
つ
れ
。
そ
し
て
是
等
の| 

生
產
力
は
這
個
の
障
得
を
征
服
す
る
度
每
に
蚤
社

會

を\ 

「

無
秩
序
に
陷
れ
、
ブ
ル
.ジ
3

ヮ

的

财

產

の

存

在

を

危

地

：：一 

に
陷
れ
る
。
ブ
ル
ジ„

ヮ
的
諸
關
係
は
之
に
.依
て
產
出.1 

せ
ら
れ
し
富
を
包
藏
す
る
た
め
，に
は
、
餘
9
に
狹
隘
S 

\ 

な
つ
た
の
で
あ
る
。
ブ
ル
ジ
ョ
フ
ジ
ィ
が
封
建
制
度
を

-

一
 

倒
す
に
用
ひ
た
武
器
は
今
.や
]£
に
ブ
|ル
ジ
ョ
フ
ジ
ィ
其 

自
身
に
向
け
ら
れ
る
事
ミ
な
つ
た
の
で
あ
る
.…

大
工 

業
の
發
展
に
俾
ふ
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
フ
ジ
ィ
の
生
產
を
行 

:
.
:•

第

十

九

卷(

九
三
五r 

:
:«=
3共
麋
宣
言』

_
竊
間
®

V
.ひ
、
且
つ
生
*

物

を

領

有

す

可

き

：裳

礎

が

奪

ひ

去

ら

れ 

.

る
6

ブ

ル
ジ
ョ
ブ
ジ
ィ
は

不
取
尙
自
分
自
身
の
慕
穴
人 

を
生
產
し
.つ
つ
あ
る
。
彼
の
沒
落
S
ブ
ロ
レ
タ
リ
ァ
の 

勝
利
と
は
同
時
に
不
可
避
的
で
あ
る』

ハ
註
十
^

斯

く

の
如
く
し
て
マ
ル
ク
ス
ー
エ
ン
ゲ
ル
ス
は

資
本 

0
集
中
の
事
實
の
中
に

ブ
口
レ
タ
リ
ァ
に
依
て
建
設
せ 

ら
る
可
き
新
社
會
の
經
濟
的
要
素
の
發
生
を

0
め
た
。

『

總
て
旣
往
の
歷
史
は
階
級
闘
.
の
靡
史
で
あ
る』

'(

強
十一

)

の
辭
句
に
槪
括
せ
ら
る
る
マ
ル
ク
ス
ー
エ
ン
ゲ 

ル
.ス
の
所
謂
階
級
鬪
爭
說
亦
チh

ル
ヶ
ソ
フ
の
主
張
す 

る
如
く
決
し
て
コ
ン
シ
、デラ
ン

の
剽
窃
で
は
な
い
。
而 

し
て
コ
ン

シ
デ
ラ
ン
自
身
も
亦
斯
說
0
創
設
者
た
る
の 

名
#
を
擔
ふ
事
は
出
來
な
い
。
斯
說
は
コ
ン
シ
デ
ラ
ン 

殳
び
マ
ル
ク
ス
1

エ
ン
グ
ル
ス
を
俟
た
ず
し
て
、

K 

以
前
に
諸
文
献
中
に
之
を
散
見
す
る
事
が
出
來
る
" 

.
s
u
l
z
b
a
c
h

に
依
れ
ば
階
級
闘
饼
を
經
濟
的
說
明
せ
し 

最
初
ヒ
目
す
可
き
者
は
英
國
：の

社

會

學

者A
d
a
m

第六號一三一

.



^
•h
l
卷
へ
九
三
六)

「

：：:■
:
異
鹿
镏
宣
言
®

竊

間

妞

：
： 

F
e
r
g
u
s
o
a

 

の
著
作 

E
s
s
a
y

 

o
n

 

the 

H
istory 

o
f
Q
v
i
l 

s
o
d
e
t

く
で
あ
る
。(

!{
:十
5
 R

.

 

Ficar

a.
に

依

れ

ば

"
佛 

蘭

西

火

軍

命®
發
以
前
に
於
ぃ
T
%
.
夙

运

說

说

唱

道

せ
ら
れ
れ
。
即
ち 

N
e
c
k
e
r
r
R
a
y
n
a
v
L
i
a
g
.
u
e
t
,

 

M
arat,

T
u
r
g
o
t

の
如
き
B千
く
も
踏
級
_
爭

の

»

實

に

着

&

せ
し 

も

の

で

あ

る

£

十
三〕

亦

H
h
.

: K
.
o
t
h
s
t
e
i
n

は
之
を1 

八
3:
0
年
代
.に
於
け
る
英
國
の
チ
ャ
ー
チ
ス
ト
に
觉
め 

て
ゐ
る
。Ja

m
e
s
B
r
o
n
t
e
r
r
e

 Q
B
r
i
e
n

の
如
き
即
ち
之
で 

「

あ
る
o (

戕
十
四〕

p
l
e
c
h
a
n
o
w

の
如
き
マ
ル
ヴ
シ
ス
ト
b
 

亦
階
級
圖
爭
說
は
決
し
て
、

マ
ル
ク
ス
I

エ
ン
ゲ
ル
ス 

の
劍
M
で
は
無
く
、
彼
以
前
に
於
て
旣
に
#

お
せ
し
も
 

の
な
る
®
を
主
張
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
彼
はs

t
-
s
i
B
o
n
>

 

Thierry, IMignet; 

Guizot 
を
列
擧
し
'て
ゐ
る
。
f
f 十
5

笫六號二

1
H

依
之
.觀
之
階
級
闘
爭
說
は
夙
に
コ
ン
シ
デ
ラ
ン
及
び 

マ
ル
ク
ス
i

ン
ゲ
ル
ス
以
前
に
葙
枉
せ
し
事
實
は
之 

を
杏
む
^
は
出
來
な
い
。
併
し
乍
ら
吾
人
は
是
等
從
來

，の
階
級
鬪
爭
論
者
ビ
マ
ル
ク
ス
丨
工
ン
ゲ
火
ス
S
の
間

一
に
，
自
ら
根
本
的
見
解
の
相
違
外
存
す
る
こ
ぞ
を
看
過 

す
る
事
は
出
來
G
い
0 
'即
ち
彼
等
化
於
ぃ
て
は
,

著
し 

パ
く
偷
理
的
、
獨
斷
的
要
素
が
位
含
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

コ 

へ
ン
シ
デ
ラ
ソ
亦
階
級
鬪
爭
の
事
實
に
着
眼
せ
る
も
而
も 

彼
も
亦
此
域
#
襄
も
脱
却
し
て
ゐ
な
い
。
即
ち
彼
に
依 

.
れ
ば
锴
級
0
爭
は
最
も
嫌
惡
す
可
き
罪
禍
で
ぁ
る
。
從 

つ
_て
彼
は
此
闘
.爭
を
絕
滅
す
可
&
こ
ぞ
を
以
て
社
會
問 

題
砰
決
の
目
的
と
認
め
て
ゐ
る
。
即

ち

彼

は

謂

ふ

.

|

パ
：『
勞
働
對
資
本
の
li
]

^
の
結
果
は
封
建
的
資
本
に
依 

る
、
勞
働
及
び
少
中
資
本
.の
潰
滅
を
薇
ら
す
か
、
若
く
は 

,

勞
働
者
の
叛
逆
に
依
る
私
有
財
產
及
資
本
の
潰
滅
を
餅

s
a
i
n
r
s
m
o
n

 

の
：硏

究

者
 

F
r
i
e
d
r
i
c
h 

M
.
u
c
k
l
e

 :

の
如
き 

も
之
を
承
！|

し

て

ゐ
る
。
S

十
六〕

G
e
o
r
g
e

 

A
d
l
e
r
,

 

G
l
f
e
l
d
,

 

F
6
I
d
e

等
は
怀
れ
も
此
點
に
關
す
るL

'or
e
n
z

 

v
o
n

 

s
's
.
a
の
影
響
を
.力
！i

し
.て
'ゐ
る
o
rs
註
中
s

ら

す

が

故

に

、

此

闕

爭

，
の
一

1

個

の

'
不

可

避

的

Q

結

來

を
 

狴
く

る
.

方

法

は!®
一
 
あ
る
の
み

、

即

ち

o良
c u
e
 

f
a

i
r

e

Q
s
s
s
e
r
i
a

 

l
u
t
t
e

H
爭

を

絕

滅

せ

し

む

る

事

で

あ

，る
。

』

C

評
十
七)

^
。

.

.

.

.

.

.

.

-J
!
e
.こ.
^
.
.
^

•

d̂
'、フ
ケ
ジ
.ョ
：ワ
ジ
ィ
と
フ
ロ
レ
タ
ツ
ア
(7
y

利
書
は
必
ず
し
も
根
本
的
^
相
就
す
る
も
の
で
は
な 

く
寧
.ろ
.調

和

的

可

能

性

を

翁

す

る

も

の

で

あ

る

ハ

日

く 

.『

4

R

R在
つ
て
は
ブ
が
ジ
“
ヮ
ジ
.ィ
は
多
數
で
あ
々
ノ 

彼
等
の
现
性
は
®
醒
し
て
ゐ
る
，。
.勞
働
階
級
の
：物
質
的； 

道
德
的
慘
狀
並
R
之

を

救

濟

す

可

き

必

耍

^
對
ず
る
感 

情
が
ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
ジ
ィ
k
萠
む
て
來
た
。
社
會
的
慈
善 

が
彼
等
^
浸
透
し
、
彼
等
を
鼓
舞
し
た
。
加
之
ブ
ル
ジ
ョ 

ッ

階

級

は
V 

•
產
業
組
織
に
保
障
を
與
え
：る
こ
气
：.财
政
. 

，-的
貴
族
主
義
の
跋
扈
跳
梁
^
對
す
ぷ
牴
抗
に
關
し
グ

P 

レ
ダ
リ
.ア
€

其
利
®
を
均
ぅ
す
る> J 
€

を
觀
取
す
る
R 

■
到 

i

:

:

l
 
九〕

：

.

.

:

斯
く
て
彼
は
赠
級
國
爭
^
傲
る
凡
て
の
革
命
的
行
動 

を

排

斥

-L
、
11
1
の
解
決
策
を
、
資
本
、
勞
働
、
才
能 

:

が
好
で
調
和
す
可
;̂
フ
リ
エ
.的
■糾
合
の
建
設
を
企
B

し 

「

：
:
■■
;«
屮

丸

卷

沉

三

七

”

し
異
雇
寓
言
卜
剽
顧
餌

た
の
で
あ
る
。
即
ち
彼
の
，階
級
臌
#
說
は
著
し
く
偷
理 

的
要
素
を
位
含
し
て
ゐ
る
。
 

.

.

之
^
反
し
マ
〃
ク
ス—

エ
ン
ゲ
ル
ス
k
於
い
て
は
、
 

丨
階
級
闘
爭
說
は
全
く
別
個
の
役
割
を
演
じ
て
ゐ
る
。
即 

一：
彼
等
の
階
級
闘
邻
說
の
本
質
的
は
曩
に
力
ク
ッ
キ
ィ
の 

指
摘
せ
る
が
如
く『

彼
等
が
僻
級
鬪
爭
を
以
て
社
會
逆 

化
の
推
進
力W

し

て

認

識

し

"

而
し
て
此
認
識
を
ブ
ロ 

レ
タ
リ
ア
の
階
級
闘
^
に
適
用
せ
し』

(

独
ニ
十)

點
k
存 

一
寐
す
る
の
で
あ
る
:0
愛
^

コ
ン
シ
デ
.ラ
ン
の
階
級
闘
^
 

說
ビ
截
然
區
別
せ
ら
'る
■る
の
で
あ
る
。
而
し
て
マ
ル
タ 

ス—

工
ン
ゲ
ル
ス
は
51
«|
の
闘
.宰
の
裡
R
將
來
社
會
を 

一
實
現
す
可
き
ブ
ロ
レ
タ
ッ
ア
の
歷
史
的
任
務
を
党
め
て 

一
ゐ
る
。「

共
產
鐵
宣
言」

は
1

ふ

『

ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
は
ブ\

ジ
ョ
ソ
ジ
ィ
R

對
す
る
闘 

箏
^

於
ぃ
て
必
然
的
^

階

級

に

結

合

し

、

革

命

^

依
つ 

て
支
配
階
級
と
な
力
、
支
配
階
級
ビ
し
て
暴
カ
的
代
、 

舊
生
產
關
係
を
掀
廢
し
‘
此
の
生
產
關
係
i
典
^
フ
階

第

六

號

-
§



_ 

'筋

十

九

卷r

九
，

ー 11

八)

S
ハ
掩
雜
實
言_

竊
問
®

級
敵
對
の
存
立
條
件

"

階
級

.V

般
及
階
級
ミ
し
て
の
自 

家
の
支
配
を
も
廢
止
す
る
。
：

階
級
ぞ
階
級
對
立
を
伴
へ
る
舊
ブ
ル
ジ
ョ
フ
社
會
代 

代
て
各
人
の
自
由
な
る
發
鹿
が
萬
人
の
自
由
な
る
發
展 

の
條
件
た
る
一
個
の
聯
合
が

.

現
出
す
る
1
S

〗

十
ご
ど
。
 

階
級
闘
带
說
^
於
い
て
も
コ
ン
シ
デ
ラ
ン
と
マ
ル
ク
ス
，
 

I

エ
ン
グ
"
，ス
の
見
解
に
根
本
的
盖
違
の
存
す
る
事
は 

何
人
も
容
易
に
洞
察
し
得
る
所
で
ぁ
る
。
愛
^
も
チ
ル

露
せ
れ
て
ゐ
る
。

吾
人
は
以
上
餹
說
k

就
い
て
マ
ル
ク
ス

1

ユ
ン
グ
ル 

ス
の
--
)
典
銜
黨
宣
言」

が
チ
キ
ダ
ヶ
ソ
フ
、
ラ
ブ
リ
オ
ラ
、 

ラ
ム
ウ
ス
、
等
の
指
摘
す
る
が
如
く
©

R
ゴ
ン
シ
テ
ラ 

ジ
の「

社
會
生
義
原
理
、
十
九
世
紀
民
主
主
義
宣
言」

の 

顿
窃
R

#
ざ
る
の
.み
な
ら
.

、̂
.，寧
/>
兩

者

の

間

^

超
ゆ 

'-
可
か
ら
ざ
る
根
本
的
.の
思
想
的
鴻
渠
の
介
在
す
.る
事
，ぎ 

.
論
瞪
し
た
。
果
し
て
而
ら
ば
此
根
本
的
相
違
は
那
邊
よ

f

パ

號

一

三
四

A
來
れ
る
か
。
吾
人
の
見
解
^

依
れ
ば
、
此
は
唯
物
史 

觀
を
甚
調
€
す
る
科
學
的
社
會
虫
義
气
社
會
改
造
を： 

现
性
の
活
動
^

訴
ふ
る
空
想
的
社
會
主
義
€

の
相
違

 ̂

歸
着
ず
る
。
而
し
て
マ
ル
ク
ス
1

エ
ン
ゲ
ゲ
ス
は
夙
に 

『

共
產
黨
宣
言』

^
於
い
て
、ナ
ン
。シモン、フ
リ
ォ 

ン
ーH

ン
等
R

依
て
代
表
せ
ら
る
る
所
謂
空
想
的
社
會
主 

':
義
を
檢
討
し
且
つ
党
服
し
て
居
る
。
即
ち
謂
ふ

'

『

固
有
の
社
#

主
義
的
乃
至
共
產
主
義
的
學
說
、
ダ

'
シ
•
シ
モ
ン
、

フ
ー
リ
エ
、

ォ
ー
.ゥ
工
ソ
其
他
の
學
說

は
"
我
等
が
前
に
述
べ
た
所
の
無
產
者
i
資
本
家
:
レ

の 

；」：

鬪

爭

の

初

期

の

未

發

達

の

時

代
k
表
は
れ
る
。

I.
■

し
か
し
、
こ
の
學
說
の
發
明
者
は
、
當
時
の
社
會
そ 

|
の
も
の
の
內
^
、

階

級

對

立

ミ

並

^
社

會

解

消

め

要

素 

i

ミ
が
動
い
て
ゐ
る
の
を
看
取
し
た
"
併
し
彼
等
は
、
無 

，一,.
;
'產
者
階
級
の
方
面
に
於
い
て
、
滕
史
的
な
、
獅
立
活
動 

.

を
、
即
ち
無
產
者
階
級
特
有
の
政
治
的
運
動
を
認
め
な 

か
つ
た
の
で
あ
る
。

::
:
,階
級
数
立
の
.發

展

は

"
產

業

の

發

達

と

同

じ

步

諷

を

コ 

取
る
も
の
：I

る

が

、
：彼

等

は

、
無I

階
級
解
放 

物
質
的
|

を

知

ら

す

、
ー
：
そ

し

て

’

何
等
炉
の
社
會
的「 

な

敬

問

に

從

つ

て

、
：
社
會
的
.法
則
に
從
つ
'
 
是
等
の
: 

條
件
を
作
ら
ヶ
ミ
試
み
る
。

,
が
く
て
、
.
社
會
的
活
動
の
代
6
に
、
彼
等
の
個
人
6 

::_の

思
ひ
付
き
の
活
卿
が
ハ
解
放
;0
«
史
的
條
件
-0
代
ぅ 

に
、：：空
想
的
倐
件
が
、
.
無
產
者
を
ば
^

®
 

ら

し

む

る

組

織

の

代

々

に:>
:

自
分
で
案
出
し
れ
社
會
0
 

組

織

が

代

ら

な

け

れ

ば

な

ら

：ぬ
。

彼

等

か

;&
見

れ

ば

來 

ら
ん
ど
す
る
世
界
脎
班
は
、
彼
等
の
理
想
社
會
の
ブ
ロ
ー 

、
パ
ガ
ン
ダ
£
實
行
と
^
歸
着
す
る
o 

:

.

.

し

か

し
、
彼
等
は
、
彼
等
の
^
畫
が
、
主
ミ
し
て
社 

會

の

最

も

痛

ま

し

き

階

級

た

名

勞

働

階

級

の

和

益

.を
ぃ 

^
表
ず
る
と
い
ふ
?-
ビ
を
知
つV」

居
^

彼
^

は

.

.

.

.
無
 

康
者
を
以
て
社
會
の
最
も
痛
:'
1
し
き
階
級
ど
考
へ
た
の 

，で
あ
る
。

.
第

ャ

ぶ

.:

(

九
三
九)

S1
ハ
墨
寘
S

剽
竊
問
姐

し

炉

し

、

階

.級

鬪

爭

の

幼

稚

な

形

式

气

彼
等
自
#

-'
:
の
生
流
上
：の

地

位e
は
彼
等
を
し
て
、
自
づ
か
ら

階
級 

對
立
の
上l

i

超
然
れ
る
.も
の
で
.ぁ
る
i
思
は
せ
る
。
彼 

等
ば
、「

凡
て
の
社
會
圓
體
員
の
、
否
良
き
境
遇
の
物
質 

一
々
地
.位
を
も
，
改
善
せ
ん
ど
欲
す
る
。
そ
れ
故
に
彼
等 

は
i

斷
じ
、
.無
差
別
に
、
.
全
社
會
に
對
し
、
否
、
特 

に
支
配
者
階
級
&

し
て
、
訴
へ
た
。
日
く
、
凡

^ | 

想
的
'社
會
の

思
想
的
钟
靈
を
知
ら
ん
£
な
ら
ば
，
呱
た
、

.

須

&
く
彼
等
の
學
說
を
學
ぶ
ベ
し
き
。

4
て 

> 
彼

等

は
"

凡

て

の

政

治

的

"

殊

に

凡

て

の

革

l l
i

y

M

P

一

可

き

經

驗

に

依

'

模

範

の

力

に

依

べ

新

し

い

社

會 

的
馨
の
途
を
開
か
ぅ
I

る

.
•
•云
々』

S

二
十
5
 

こ
の
論
評
は
又
-フ
！
リ
エ
の
學
說
を
遵
奉
す
る
コ
ン 

シ
デ
ラ
ン
'0
當
然
受
納
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
批
.評
で
ぁ 

5
0 
.愛

^
於
い
て
、
カ
ウ
ツ
キ
ィ
がr

共
產
黨
宣
言』

は

•

第
六
跋ー三五
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S
ハ
產
宣
言3

剽

竊

問

魄

■

コ
ン
シ
デ
テ
ン
の
學
說
を
.剽

窃

せ

し

所

か

"

却

て

反

對 

に
コ
ン
シ
デ
ラ
ン
の
.「

社

:#
主
義
‘

原
：.

理」

に
對
す
る
反 

駁
者
た
る
感
が
あ
る』

(

11
:
ニ
十
三)

，
ご
言
へ
る
は
吾
人
の 

容
易
に
首
肯
し
得
る
所
で
あ
る
。

吾
.
よ̂
、
チ
ェ
ル
ケ
ソ
フ
、

ラ
ブ
ジ
オ
ラ
、

ラ
ム
ク
ス

等
が
單
に
斷
片
的
载
句
.の
相
似
に
肢
惑
せ
ら
れ
、
加
ふ 

る

に

不

周

到

不

徹

底

な

る

考

戮

に

禍

：ひ

せ

ら

れ

て

"

共 

康
鐵
宣
言
を
以
て
コ
ン
シ
ダ
ラV

の「
，社

會

主

義

原

理

」

： 

の
fl
l
窃
な
办

と
速
斷
せ
し
輕
擧
を
彼
等
の
爲
め
R
悲
む 

も

の

で

'
が

る

0

彼

等

無

政

府

主

義

著

^

-

ラ

ブ

リ

ォ

ラ 

は
t
t會
民
主
主
_

潸
で
，あ
る
が
、

寧
る
無
政
府
主
義
に 

頃
い
V

&
る
一—

が

j

フ
リH

生
義
者
の
著
作
を
借
用 

し
•て
故
*
に
其
政
敵
ft
る
マ
.ル
ク
ス
I

チ
ン
ゲ
ル
ス
を 

St
損
し
、
以
て
萬
一
を
僥
倖
せ
ん
ミ
す
る
は
徒
fc
A
 

^

依
て
亭
を
龙
す
も
の
と
言
ふ
可
S

で
あ
る
。
予
は 

G
o
e
t
h
e

の

J
r
i

マ
の 

一
#!
)
を
想
起
す
る
。

W
e
n
n

 

1

5
F,
c
h
t.'
i
f
&
l
t
,

 

Ihr 

w
e
r
d
e
t

 

nicht

笫

六

魏

l
H六

n)
r
jfw
'
g
e
r
v

w

l
 

e
w'
B''i:cht 

I
 

d
R 

s
e
m
e

 ddngt, 

U
n
d

 

mit 

u
r
k
r
s
a
g
e
n

 

B
e
h
a
g
e
n
,

D
i
a

 

H
e
r
z
e
n

 alier 

n
OI
r
e
r 

z
w
i
n
g
t
.

(

終 

>)

£ 

.一Hsdierkesofr—
Die X

J
A
e
b

rtlrsdJaft des 

内
0
日 
3 目 
F ユ 5. 

clica 

M
p.
e.
f
e
s
t
e
s 

• 

s. 

I
l
l

 1
2
.

.

441

—*一
：，. .I

^'utsky 

丨

B
as KomtnuIxistisclr.Manifest .ein P.agiat.

y.-Neue Zeit: 24 

.
J
p
b
H
g
. 

2
v
w
d
. 

695.-.

註
三 

Kautskyla, 
F 

O
J S. 

6
97* 698.

主
.四 

M
a
r
x

 

r Die 

Heilige 

F
s
i
u
e
-

 

Aus 

d
e
m

 

Nacblass

V
B Ma

n
e
、und Engels.' 2. 

Bd. S. 

13

一.

sf
e'
i Engels 

I D
.
.
.
.
e

 Entwicklungi des .sozialisBUS. von 

der 

'd..topie zur 

w
- w
w
.

_
六
.
.

Kautsky 

»
• 

p

p

S.-.69S.

飩
七 

M
a
r
x
l
d
a
s

 Elead der Philosopbie S.Irc.

站
八 

M
a
r
x

丨D
a
s

 K
o
s

 
日u

s.itische Manife t. 

S. 

53.
践
し 

Adler 

Georg

^

Anf

s'ge dergarxscheli sozlaT— 

t.heorie... F
K
t
g
a
b
e

a'
r
 Wagner's* 

19 

:

.註
十
' M.arx-

p
. Mi 

o
*
, 

s* 

3.广 37,

驻.U 
一

SJ
Pロ
*
»
. 

a. 

p
, s. 

M
5
.

註
十
二 

SUIZbach-Die. 

Anf

plnge 

der 

materialistiscbs 

GescbicittsafFassang.: 
sv.'. 
5
H

一

 ̂

 ̂

0
^
1 

B 

^
<
3
.

穴
i
e 
I

§

H

1

 
H
o
i

 

2
5
,

 

p.

 62
4

i 

K
l
t
e
i
n

 

T
h
.
-
v
e
n
d
e
r

 

des 

l
a
a
s
s
e
f
m
p
f
e
s

I

 

I
 

§

『

p

f

i
 丨
dt
b
e
r 

Die 

A

l
 der 

L

f
 von 

e
&
l
f
. 

I

 

I
 

21. vrhg. I. 

Bd. 

s, 276 

こ

一
ハ
 

Muckle, Friedricf s
l
-
s
m

 upd die 5k
G
n
l
s
-

一
 

wescticlitstbcorie'S.

00
▲

七 

Adler, 

G
i
l
D
i
e

 

A
l
g
e

 

der 

M
a
r
i
e

ロ 

：

Jt

gieolie Festgabe 

寄

w
a
g
a
e
r
u
:

•
1
00
.

ifeld 
I Lorenz von steip und GesellscTIaftslehre.

Ite 

書
 
I

B

e

p

e

n
 
s 
t

 F

i

g H
O

I

 
l

«

-

r

o

o

l

l

s

-

s

r

^

l

 

.

\
 

C0nsed6rantlsncipes du socialisBe p. 21.

•九
' c

o
&
d
6E
t
l
i
b
i
d
v
p
.

 

2
0.

^

1 1-Engels.lBas 
V

K

i

l

l
 

I

I

l l
_

p

a

'

o

.

'

s

.

s

i

i

l

^

^
 

ニ
十
三
 

丨 
p
>
p
-

s.702,:

1

本

要

I
I
I

際
4

1

雄
I

は
前
f

ン
シ
パ
ラ
. 

ゾ
の
旗
本
か
御
貸
與
下
さ
つ
ハ

こ
こ
I-
厚
く
先
生
の
御
好
意 

か
謝
す
る
次
笫
で
あ
る
。

笫

十

九
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金
融
の
基
礎
知
識

I I

國

.民

豫

箅

論

.

_

5

 ハ
 

3

懸

金
融
に
.關

す

る

硏

究

は

蕖

多

く

箬

論

の】

倒
に 

委
ね
ら
れ
，て
®
*CN、

隨
っ
て
金
雛
を
金
融
機
關
の
方
百 

か
ら
風
測
す
る
こ
だ
に
重
き
を

置
く
風
で
あ

つ

た

が

、
 

近
寺
金
融
を
.

1

の

經

濟

現

象

ビ

じ

て

"

又
は
經

濟

的

事 

實
£

て
取
扱
ひ
"
斯
く
て
之
に
對
す
る
完
佥
な
る
硏 

<A
a
pの
〒
は
れ
る
に
至
っ
ft
經

濟
學
硏
デ
の
 

一
r
 

風
潮
と
し
て
、
，香
人
の
喜
ぶ
所
で
あ
る
。

高
隨
氏
の
新
著
亦
金
融
に
對
す
る
學
術
的
胪
汍
の
ー 

cf
以
つ
て
、
見
る
可
^
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
#
造
を 

見
る
に
、
先
づ
金
融
資
金
な
る
も
の
く
性
質
を
明
に
し
、

笫
六
跋


